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お知らせ

日本ジオパークに認定
『 天草ジオパーク』が

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

　

平
成
22
年
12
月
、
天
草
地
域
２
市
１
町

の
行
政
や
議
会
、
住
民
代
表
、
観
光
団
体

な
ど
で
組
織
す
る
『
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
推
進
協
議
会
』
を
発
足
し
、
天
草
地
域

全
体
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す
『
天

草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
』
が
ス
タ
ー
ト
。

　

協
議
会
で
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
（
ジ
オ
パ
ー

ク
の
見
ど
こ
ろ
と
な
る
場
所
）
の
調
査
・

選
択
を
は
じ
め
、
ガ
イ
ド
の
養
成
や
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
認
定
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
。
今
年
３
月
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
へ
認
定
を
申
請
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
現
地
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
は
天

草
な
ら
で
は
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
が
楽
し
め
、

ガ
イ
ド
の
養
成
シ
ス
テ
ム
も
整
い
つ
つ
あ

る
」
と
し
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ
さ

わ
し
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
構
想
ス
タ
ー

ト
か
ら
約
４
年
の
歳
月
を
経
て
、
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

今年 8月に天草地域２市１町が認定を受けました。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、『
地
球
』
の
成
り
立

ち
が
分
か
る
貴
重
な
地
層
や
岩
石
、
地
形

な
ど
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
動

植
物
や
歴
史
・
文
化
な
ど
を
見
ど
こ
ろ
に

し
た
、
自
然
公
園
の
こ
と
で
す
。
地
球
や

大
地
を
意
味
す
る
『
Ｇ
ｅ
ｏ
（
ジ
オ
）』
と
、

公
園
を
意
味
す
る
『
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
（
パ
ー
ク
）』

を
あ
わ
せ
た
言
葉
で
、「
大
地
の
公
園
」「
大

地
を
学
ぶ
、
楽
し
む
公
園
」
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
、
地
質
学
的
遺
産
の
保
護

と
国
際
的
な
認
定
な
ど
を
目
的
に
、
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
支
援
で
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）

が
発
足
し
、
こ
の
よ
う
な
自
然
公
園
を
審

査
し
て
認
定
す
る
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
平
成
20
年
に
国
内
の
認
定

機
関
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
（
Ｊ

Ｇ
Ｃ
）
が
発
足
。
翌
年
に
は
、
認
定
地
域

や
認
定
を
目
指
す
地
域
な
ど
で
組
織
す
る
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｇ

Ｎ
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
阿
蘇
な
ど
７
地
域
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
回
、

天
草
と
同
じ
く
認
定
を
受
け
た
２
地
域
を

含
め
29
地
域
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
天
草
御
所
浦
ジ

オ
パ
ー
ク
と
合
併
を
予
定
し
て
お
り
、
両

ジ
オ
パ
ー
ク
が
合
併
す
る
と
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
は
28
地
域
（
世
界
含
む
合
計
は
35

地
域
）
と
な
り
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

申
請
か
ら
認
定
ま
で

　

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
審
査
に
臨
み
、
同
協
議
会
副
会
長

の
川
端
市
長
が
代
表
あ
い
さ
つ
。

①
平
成
26
年
４
月
30
日

②
平
成
26
年
７
月
28
日
〜
29
日

③
平
成
26
年
８
月
28
日

④
平
成
26
年
９
月
28
日

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
３
人
の

専
門
員
に
よ
る
、
現
地
審
査
が
あ
り
天
草

全
域
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
訪
問
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
と
の

一
報
を
受
け
て
、
天
草
市
役
所
で
同
協
議

会
の
関
係
者
30
人
が
参
加
し
、
認
定
を
祝

し
て
「
く
す
玉
割
り
」。

　

長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
全
国
大
会
に
て
、
認
定
証
授
与
。
新
規

認
定
地
域
を
代
表
し
て
、
同
協
議
会
会
長

の
中
村
市
長（
天
草
市
）が
代
表
あ
い
さ
つ
。

① ②

③

④

①代表あいさつを行う川端市長

②永浦島（ハクセンシオマネキ

の生息地）を審査する専門員

③認定を祝して「くす玉割り」

④認定証を受け取った中村市長

第２回
第２回
第２回
第２回
第２回

　

ジ
オ
パ
ー
ク
祭
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に

”ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
ど
う
い
う
も
の
か“
を
楽

し
み
な
が
ら
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨

年
度
天
草
市
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
認
定
後
初
め
て
の
記
念
す
べ
き

開
催
で
、
12
月
14
日
（
日
）
に
松
島
総
合
セ
ン

タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

お
宝
（
石
・
鉱
物
・
化
石
）
鑑
定
会
や
展
示
物
、

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
な
ど
の
ほ
か
、
ジ
オ
ツ

ア
ー
と
し
て
イ
ル
カ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
、
大
小

の
島
々
が
浮
か
ぶ
風
光
明
媚
な
多
島
海
の
景
色

を
上
空
か
ら
眺
め
て
も
ら
う
試
み
と
し
て
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
『
遊
覧
飛
行
』
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
料
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
区
長
便

回
覧
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

観
光
お
も
て
な
し
課
観
光
総

務
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
２

ジオパーク
祭

⑤ジオサイトを表すオブジェ（永

浦島）⑤

　

市
内
に
は
、
永
浦
島
を
は
じ
め
18

カ
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
庁
舎
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
観
光
お
も
て

な
し
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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■問合せ先　福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351
子ども・子育て支援新制度がスタートします

保
育
の
必
要
性
の
認
定

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
や
幼
稚

園
な
ど
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
は
保
護
者
か
ら
の
認
定
の
申
請

を
受
け
、
子
ど
も
の
年
齢
や
保
護

者
の
就
労
状
況
、
家
庭
環
境
な
ど

か
ら
保
育
の
必
要
性
を
次
の
３
つ

の
区
分
に
よ
り
認
定
し
ま
す
。

認定区分 希望する教育・保育の形態 利用施設

 １号認定 子どもが満３歳以上で、幼稚園などでの教育を希望する場合
幼稚園

認定こども園

 ２号認定
子どもが満３歳以上で、保育の必要な事由（表１参照）に該当し、

保育所などで保育を希望する場合

保育所

認定こども園

 ３号認定
子どもが満３歳未満で、保育の必要な事由（表１参照）に該当し、

保育所などでの保育を希望する場合

保育所

認定こども園

地域型保育

注）現在、市内には、幼稚園、認定こども園、地域型保育の事業者はありません。

保育の必要性の認定基準（表１）

○就労（フルタイムのほかパートタイムなど、すべての就労を含みますが、
１月において 48 時間以上の労働が常態化していることが必要です。）

○妊娠、出産
○保護者の疾病、障がい
○同居または長期入院している親族の介護・看護
○災害復旧
○求職活動（起業準備を含む）
○就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
○虐待やＤＶ（ドメスティック・バイオレンス「配偶者などからの暴力」）

の恐れがあること
○育児休業中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要で

あること
○その他上記に類するものとして市長が認める場合

　

平
成
24
年
８
月
に
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
、
認
定
こ
ど
も
園
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
）
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
律

に
基
づ
き
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
は
、
幼
児
期
の
教
育
・

保
育
や
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
制
度
で
あ
り
、
そ
の

中
で
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
を
利

用
す
る
場
合
の
手
続
き
が
変
わ
り

ま
す
の
で
、
新
制
度
に
お
け
る
利

用
手
続
き
の
流
れ
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

保
育
の
必
要
量
に
応
じ

た
区
分

　

２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
を

受
け
た
人
は
、
保
育
の
必
要
量
に

よ
っ
て
、さ
ら
に
「
保
育
標
準
時
間
」

と
「
保
育
短
時
間
」
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

　

保
育
標
準
時
間
は
、
保
育
の
必

要
性
の
認
定
が
就
労
の
フ
ル
タ
イ

ム
な
ど
に
よ
る
場
合
で
、
最
長
11

時
間
の
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
短
時
間
は
、
保
育
の
必
要
性

が
就
労
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
に

よ
る
場
合
で
、
最
長
８
時
間
の
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。

利用手続の流れ

１号認定の場合
（幼稚園を利用する場合）

２号認定・３号認定の場合
（保育所を利用する場合）

①保護者が施設（事業者）に直接利用
　の申し込みをします

①保護者が市に保育の必要性の認定
　申請と利用の申し込みをします

②幼稚園から入園の内定を受けます

③幼稚園を通じて市に利用するための
　認定を申請します

④幼稚園を通じて市から認定証が交付
　されます（1号認定）

⑤幼稚園に入園（幼稚園と利用者が
　契約を締結します）

②市が保育の必要性を認定します

③市から認定証が交付されます
　（2号認定・3号認定）

④市が利用希望、定員の空き状況などに
応じ調整を行い利用先を決定します

⑤保育所に入所

　保育所を利用する場合の手続きの流れはこれまでと大きく異なるものではありませんが、申請時期がこれ
までよりも少し早くなり、12 月中旬から受付を予定しています。

※上天草市には幼稚園はありませんが、利用手続きの流れの違いを分かりやすくするため、参考として掲載しています。
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まち わだいの

　10 月４日、姫戸町地域婦人会（橋本京子会長）の会

員 15 人が天草モリンガを使った料理の試食会を本郷自

治公民館で行いました。

　モリンガは、５月に開催された市地域婦人会連絡協議

会総会で天草モリンガファーム（四方田徹ファーム長）

から健康志向の食材として紹介と種の提供があったもの

で、会員はそれぞれの家庭菜園で種から育てこの日、葉

や花を収穫して持ち寄りました。

　試食会は「育てたもののどうやって食べたらいいの？」

との会員らの疑問に答えたもので、調理方法や活用事例

を四方田さんから聞きながら、天ぷらやサラダなどにし

ておいしくいただきました。橋本会長は「来年はみんな

がどれだけ健康になっているか楽しみ」と話しました。

天草四郎メモリアル
ホール

姫戸町地域婦人会

入館者150万人達成！

天草モリンガ試食会

上天草市漁業者クラブ
　９月 13 日、天草・島原の戦いやキリシタン文化などを

映像やジオラマで紹介する「天草四郎メモリアルホール」

の入館者が 150 万人を達成しました。同館は、平成５年

７月にオープンし、昨年創立 20 周年を迎えています。

　150 万人目の入館者となったのは、大分市の夫婦で、川

端市長から花束と特産品の車エビが贈呈されました。夫婦

は、「突然のことでびっくり。天草を訪れたのは 40 年ぶ

りなので、天草の歴史や景観を満喫したい」と話していま

した。

　また、14 日から、150 万人達成記念企画として、市内

対象の観光施設で利用できるクーポン券などが当たる天草

四郎メモリアルホールクイズを館内で実施しました。

天草四郎メモリアル
ホール

姫戸町地域婦人会

９／

10／

13

４

取材：広報特派員 福田良美さん

　市が委嘱した広報特派員が地域のお祭り
を取材しました。 広

員

広

員

レポ
ート 笑顔で賑わう地域の祭り

第69回熊本県民体育
祭

県民体育祭結果報告9／

　９月 20・21 日の 2 日間、第 69 回熊本県民体育祭が

山鹿地域で開催されました。

　上天草市の選手団は 18 競技 25 種別に参加し、成績

は総合 15 位でした。

　個別の競技成績は、女子ソフトボール・女子ゲートボ

ール・ソフトテニスで準優勝。個人では、谷永雄一さん

（龍ヶ岳町出身）が陸上 1500㍍男子 29 歳以下で４分 10

秒 80 のタイムで優勝しました。

　上天草市体育協会では、より多くの競技が発展してい

けるよう今後も本市のスポーツ振興に取り組んでいきま

す。

　なお、来年の県民体育祭は、熊本市で開催されます。

20・21
体力向上推進事業

姫戸小で「ひめリンピック」
開催

体力向上推進事業

10／

　10 月６日、姫戸小で児童、保護者および姫戸ひかり

保育園の園児らが参加して「ひめリンピック」が開催さ

れました。

　同小は、文部科学省が委託する「地域を活用した学校

丸ごと子どもの体力向上推進事業」のモデル校に指定さ

れており、ひめリンピックはその事業の一環。「姫っこ」

たちの体力づくりのためにくまモンも駆け付け、一緒に

くまモン体操エアロビバージョンや大玉ころがしなどで

楽しく体を動かしました。

　５年生の山口彩香莉さんは「大好きなくまモンが目の

前で踊っているのを見られてよかった」とうれしそうに

話していました。

６

　10 月６日、松島町合津地区にある粟島神社

で大祭が行われました。

　この神社の歴史は古く、創建は江戸時代中期

と言われています。安産祈願やお礼の参拝者が

多く、また地区の守り神として「粟島さん」と

呼ばれ親しまれています。

　この日は、台風接近で開催が心配されました

が、皆さんの思いが通じたのでしょう、雲ひと

つない秋晴れとなりました。奉納グラウンドゴ

ルフや神事のあと、恒例のもち投げが始まると

「こっち！こっちー」の声が飛び交い大賑わい。

笑顔と歓声に沸いた一日でした。

第69回熊本県民体育
祭

　９月 20・21 日の 2 日間、第 69 回熊本県民体育祭が
 10 月 10 日、９月末をもって人権擁護委員を退任され

た貞清直史さん（写真左）、山田みこうさんに対し、熊

本地方法務局天草支局の金丸文寿支局長から法務大臣感

謝状が手渡されました。

　２人とも２期６年という長きにわたり人権擁護委員を

務め、人権相談を受けたり、さまざまな啓発活動に取り

組むなど、地域の人権擁護のために尽力しました。

　川端市長は、２人のこれまでの功績に対し「長年の活

動に心から敬意を表します」と慰労の言葉を述べました。

　なお、退任した２人に替わり、新たに森本輝美さん（姫

戸町）と、村上寛さん（龍ヶ岳町）が委嘱されました。

　人権に関する困りごとや悩みごとがあれば、お気軽に

ご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

人権擁護活動に尽力

退任の貞清さん、池田さんに
法務大臣感謝状

人権擁護活動に尽力

10／
10

モリンガの葉

広 レレレポレポレ
▲「しとぎ」や「ひとぎ」と呼ばれるもち投げの様子
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 18木 　H26. 10

午後１時～
午後１時15分

3～4カ月児健診 バスタオル ２火 　H26. ８

6～7カ月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
４木 　H26. ５

１歳６カ月児健診 尿 ９火 　H25. ５

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
11木 　H24. 12

３歳児健診
聴力・視力
検査用紙

16火 　H23. 11

【場所】上天草市保健センター（松島町合津 7915 番地１）
【用意するもの】母子健康手帳と問診票は、いずれの健診・学級でも必ず持参ください。
 ※２歳児歯科健診の問診票は健診会場で配布します。

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
１月、８月
15月、22月

午前９時 30 分～午前 11 時
（午前９時 30 分～ 45 分）

上天草市保健センター
随時交付（手帳）

17水（相談） 午前９時 30 分～午前 11 時

姫戸統括支所 ５金、26金 午前９時～午前 10 時
（午前９時～ 15 分）

龍ヶ岳統括支所 ５金、26金 午前10時 30分～午前11時 30分
（午前 10 時 30 分～ 45 分）

用意するもの　印鑑（手帳）
①交付日以外でも上記窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。

②「①」の場合は健康づくり推進課から後日連絡をし、保健師・栄養士による保健

指導を行います。

と いい でい た に
種　類 日 実施時間

精神保健相談 ４木、18木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

日 集合時間
13 日土 午前８時 45 分

【集合場所】上天草総合病院　☎ 0969（62）1122
※当日は「お料理会」の開催となります。開催場所など

の詳しい内容はがんサロン事務局までお問い合わせく

ださい。

短縮番号（＃ 8000） 毎日 午後７時～午前０時

ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係　☎ 0969(28)3381

【診療時間】　午前９時～午後５時 ※診療時間外は事
前に電話連絡をお願いします。上表は 10 月 17 日現

在の予定表です。都合により変更することもあります

ので、健康づくり推進課までお尋ねください。

～歯の健康チェック忘れていませんか？～
予防ができる目の病気

　人間の情報の約 80％は目から入ると言われてお

り、視力を失うと情報の大部分を失ってしまうこ

とにつながります。このため、予防できる病気か

ら自分の目を守りたいものです。目の病気により

失われた視力は戻らないことも少なくありません。

　上天草市では、「定期的に歯科健診を受けている人」

が全体の 30.5％でした ( 平成 21 年度上天草市生活実

態アンケートより )。

　家庭での日々のお手入れはもちろんのこと、かか

りつけの歯科医を持ち、定期的に歯科健診を受ける

ことで、お口の健康を守ることができます。　　　

　歯科医院では、むし歯や歯周病の治療だけでなく、

歯ぐきの状態のチェック、ブラッシング指導や歯石

の除去を受けることができま

す。

　少なくとも年に 1回は歯科健

診を受けて、歯の健康づくりに

役立てましょう ! 　糖尿病性網膜症は、血糖が高い状態が長く続い

たときに、網膜の細い血管が傷ついて、変形した

りつまったりする事が原因でおこります。網膜は

カメラのフィルムに例えられ、視力に最も関係し

ている部位ですが、高血糖により、網膜がはがれ

( 網膜剥離 ) 目が見えなくなってしまう大変怖い

病気です。

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係☎ 0969（28）3381

　とくに 40 歳を過ぎお腹回りが気になってきた

世代で、特定健診などで血液検査を受

けていない人は早期発見の機会を逃

している可能性があります。特定健診

では血糖検査の項目があり、隠れた糖

尿病を見つける第一歩となりますの

～「糖尿病性網膜症」について～

中高年の失明原因をご存知ですか？

糖尿病を見逃していませんか？

空腹時血糖値
( 単位：㎎／ dl)

H
ヘモグロビンエーワンシー

b A 1 c (NGSP)
( 単位：％ )

正常な人 100 未満 5.6 未満

食習慣や運動習慣の改
善が必要な人

100 ～ 125 5.6 ～ 6.4

医療機関で詳しい検査
が必要な人

126 以上 6.5 以上

■特定健診における糖尿病に関する検査項目と健診判定値
　糖尿病性網膜症の予防には糖

尿病の早期発見・早期治療が大

切です。

　年に１回特定健診を受け、高

血糖から目の血管を守り、糖尿

病性網膜症を予防しましょう。

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

16

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（57）0246

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

23
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0052

24
宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

30
中村達男医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0006

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

７

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

14
中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0003

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

21
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0508

上天草総合病院
（龍ヶ岳町高戸）

☎ 0969（62）1122

23
しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

28

天草皮ふ科・内科
〈皮〉

（大矢野町中）
☎ 0964（59）0808

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

31
吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（57）0246

　とくに中高年の二大失明の原因としては、糖尿

病を原因とする「糖尿病性網膜症」、「緑内障」が

有名です。このうち「糖尿病性網膜症」は、糖尿

病の予防と早期治療により、視力低下や失明を予

防できます。

糖尿病性網膜症とは？

　糖尿病になってから数年から 10 年以上経過し

て発症すると言われていますが、自覚症状がない

場合もあり、「見えるから大丈夫」という自己判

断は良くありません。

　糖尿病と言われた人は、定期的に

眼科を受診して眼底検査を受けまし

ょう。

で、年に 1回必ず特定健診を受けましょう。

　また、健診で高血糖を指摘された人は、必ず

医療機関で詳しい検査を受けましょう。

！

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
だより

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
樋口
坂本
和田

大村
和田
山城

坂本
大村

樋口
和田
山城

坂本
山城

新患

國友

國友

下村

志摩
（10時～）

國友
応援
医師

代謝内科

熊大
（第１・３）

循環器内科 脇田

外　　科
消化器科

福田 城野
福田
蓮尾

城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
森山
（久米）

藤松

小児科 田原

産婦人科
姫野
桑原

桑原
姫野
桑原

姫野
（桑原）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 粟井 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

超音波・内視

鏡センター

蓮尾
城野
國友

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾

城野
福田
下村

歯科・口腔外科 福田

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

大村
和田

坂本
山城

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 國友

●受付は、午前８時 30 分から午前 11 時 30 分

までです。

●眼科の月曜日は熊大からの応援となります。

●整形外科の木曜日は午後２時から午後５時ま

で診療（予約制）を行います。

●歯科口腔外科は月から金曜日の午後も診療を

行います。

●脳外科は第２・４水曜日の午後２時から診療

（予約制）を行います。

●内科は火・木曜日の午後５時から午後６時ま

で診療を行います。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と午後３時か

ら午後６時まで診療を行います。

●診療案内は都合により変更となる場合があり

ます。ご了承ください。

■問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　FAX 0969（62）1546

　ホームページアドレス

　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
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必
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ボランティアコンサートが行われました

　８月 30 日と９月 22 日、上天草総合病院内でボランティアコン

サートが行われました。8月のコンサートは療養病棟でのレクリ

エーションの一環として、与一ヶ浦のアイランドスターズ（通称

おやじバンド）による童謡やポップな曲をはじめ、与一ヶ浦の子

どもたちと先生が作詞・作曲された曲「島を旅立つ時の唄」が披

露され、患者さまが、いつもとは違うキラキラとした顔で聞き入っ

ていたのが印象的でした。
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～「地域包括ケア病床」を新設しました～

　平成 26 年４月の診療報酬改定があり、急性期医療後の
受入れをはじめとする地域包括ケアシステムを支える病
院の充実が求められています。当院におきましても 9 月
末の亜急性期病床の廃止に伴い、10 月 1 日より「地域包
括ケア病床」15 床を５病棟に新設しました。その概要に
ついては以下のとおりとなりますのでご案内します。

　また９月のクラシックギターコンサートは１階ロビーで行わ

れ、木戸博義さんのギター演奏と安尾宣子さんの歌声の澄んだ音

色が心地よく響き渡りました。なじみのある曲が奏でられると観

客の入院患者さまやご家族、きららの里の利用者の皆さまも一緒

に口ずさんでいました。「素晴らしかった」「聴きに来てよかった」

などの声が聞かれ、穏やかな癒しのひと時を過ごしていただけた

ようでした。

▲演奏する安尾宣子さん（左）と木戸博義さん

▲アイランドスターズ（左）がさまざまな曲を披露

▲演奏に聞き入る観客
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生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

　

図書の寄贈について

　岡村正満さん、浜田亀男さん、吉澤ミカサさん、ほ

か３人にご寄贈いただきました。ありがとうございま

した。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【中　央】12 月 13 日（土）午後２時から
【大矢野】11 月 22 日（土）午後２時から
【大矢野】12 月 13 日（土）午後２時から
【姫　戸】12 月 13 日（土）午前 10 時から
【龍ヶ岳】12 月 20 日（土）午後２時から
【対　象】　幼児～小学校低学年
※日程・場所変更の場合がありますので、各館まで確認を

お願いします。

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
【日　時】12 月４日（木）　午前 10 時 30 分～
【場　所】アロマ視聴覚室
【対　象】０歳～未就園児とその保護者

（ アロマ 視 聴 覚 室）

（大矢野森記念図書館）

（大矢野森記念図書館）

（姫戸図書館）

（龍ヶ岳図書館）

■問合せ先　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

移動図書館巡回日
● 11 月…19 日（姫戸）、26 日（龍ヶ岳）

● 12 月…３日（大矢野）、10 日（松島）

※雨天の場合は翌日に延期します。詳しい場所・時間

についてはお問い合わせください。ご利用お待ちし

ています。

読み聞かせボランティアメンバー募集！

　今月は大矢野森記念図書館のボランティア「たんぽぽ」
の紹介です。地域読み聞かせサークル「たんぽぽ」は、現

在７人で読み聞かせを中心に、それぞれのペースで楽しく

活動しています。興味のある人はお気軽にお問い合わせく

ださい。年齢・性別・経験は不問です、見学も大歓迎。読

み聞かせで心のリフレッシュをしませんか。

■活動内容
・図書館おはなし会（毎月第２、第４土曜日）

・ママ応援センターで読み聞かせ（毎月第４土曜日）

・視覚障がいのある人に広報紙などを朗読し音声収録（年

７回程度）

・そのほかに依頼がありましたら訪問朗読、訪問おはなし

会も行います。

　本は紙で作られていますので、破れたりページが外

れたりは仕方のないことです。そのときは、そのまま

の状態で図書館へご返却ください。

図書館で専用の道具を使用して修

理を行います。市販のセロハンテー

プによる修理は、長期間を過ぎる

と変色し、本の状態をさらに悪く

します。よろしくお願いします。

図書館で借りた本が破れたときは

　読書マラソンを開催しています。ルールはかんたん！本

を読んでスタンプを集めるだけ！さらに、おはなし会に参

加すると３ポイント押しちゃいます！

　たくさん読んだ人には“お楽しみ”が待ってますよ♪

【対象】市内小学校全児童、保育園児
【期日】平成 27 年１月 12 日（月）まで

読書マラソン引き続き開催中！

■日時　12 月７日（日）午後２時開会（午後
１時 30分開場）

■場所　松島総合センター「アロマ」ホール
■講師　石黒由美子氏（北京五輪シンクロナ
イズドスイミング日本代表）

■演題　「夢をあきらめない」
　幼少時に交通事故に遭い、顔面に 540 針

も縫う大けがを負う。その後、後遺症に苦

しみながらも希望を失わずシンクロナイズ

ドスイミングに打ち込み、見事北京オリン

ピック出場という夢を果たす―。

　支えてくれる人への感謝の気持ち、夢を

あきらめずに努力を継続させることの大切

さなど、体験に基づいたメッセージを送り

ます。

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

　上天草市教育委員会では、お互いの人権を

尊重し、全ての市民の皆さまが心豊かに生活

できる社会の実現を図るために次のとおり講

演会を開催します。ぜひご参加ください。

平成 26年度上天草市人権講演会を開催します平成 26年度上天草市人権講演会を開催します

　10 月５日、上天草市体育協会設立 10 周年記念式典・

講演会が松島総合センター「アロマ」ホールで開催さ

れました。講演会では、南関町教育課の城野和則さん

を講師に迎え「これからのスポーツの在り方」と題し

て、子どもたちの体力の現状や総合型地域スポ―ツク

ラブのあり方、また南関町の事例などについて講演し

ていただきました。

上天草市体育協会設立 10周年
記念式典を開催しました

　新成人の輝かしい未来を祈念し、平成 27 年上天草

市成人式を開催します。日ごろ、仕事や学業でふるさ

と上天草市にお住まいでない人にも参加しやすいよ

う、１月３日に開催しますので、ぜひご参加いただき

ますようご案内します。

　仕事や結婚などで上天草市に転入された人もご参

加いただけます。

平成 27年上天草市成人式を
開催します

■日時　平成27年１月３日（土）午後から開始（予定）
　※詳しい日程については、後日対象者に送付する

案内状でご確認ください。

■開場　松島総合センター「アロマ」
■対象者　平成６年４月２日～平成７年４月１日生
まれの上天草市在住もしくは上天草市出身の人。

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

　現在、25 競技の加盟団体がある上天草市体育協会。

今後も、スポーツ振興・競技力向上および市民の皆

さまの体力向上に取り組んでいきますので、よろし

くお願いします。

■問合せ先
　社会教育課スポーツ推進係　☎ 0969（28）3380

▲石黒由美子さん（亀井重郎撮影）

▲南関町教育課　城野和則さん ▲平成 26年上天草市成人式

【全館共通】
●休館日 11 月 17 日、25 日、30 日
　12 月１日、８日、15 日、22 日、28 日～ 31 日
※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で
　お休みです。
※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな
ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

11 月のテーマ『ごはんが美味しい季節に
なりました』

12月のテーマ『たまには海外の本読んで
みませんか？』

報報情

図書館だより
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2

3

読書の秋
～たくさん本を読んでいます～
　涼しく夜の長い秋は、読書に適しています。家庭での読書の様子はいかがで

しょうか。学校でも、いろいろな本に親しませる取組みが行われています。

　今回は中南小学校の取組みを紹介します。

　

中
南
小
以
外
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て
読
書
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
中
、
４
月
に
行
わ
れ

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
質
問

紙
調
査
の
結
果
、
本
市
の
小
学
校
６
年
生
の
65
・

５
％
が｢

読
書
は
好
き｣

で
あ
る
と
答
え
ま
し

た
。
中
学
校
３
年
生
は
、
61
・
８
％
で
し
た
。

し
か
し
、
全
国
の
平
均
は
、
小
学
生
が
73
・
０
％
、

中
学
生
が
69
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
全
国
と
比

べ
る
と
、
と
も
に
低
い
数
値
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

本
は
、
心
の
栄
養
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
子

ど
も
の
時
期
に
た
っ
ぷ
り
と
栄
養
を
た
く
わ
え

た
い
も
の
で
す
。

　

で
は
、
な
か
な
か
読
書
を
し
な
い
子
ど
も
た

ち
に
本
を
読
ま
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

第
１
に
、
毎
日
必
ず
読
む
時
間
を
作
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、｢

よ
く
本
を
読
む
ね｣

と
ほ
め

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ほ
め
ら
れ
る
と
子
ど
も
は

う
れ
し
く
な
っ
て
も
っ
と
読
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

第
２
に
、
そ
の
時
間
は
家
族
み
ん
な
で
読
む

よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
す
ね
。
読
書
習
慣
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

第
３
に
、
は
か
ど
ら
な
い
本
が
あ
る
と
き
は
、

も
っ
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
本
と
並
行
し
て
読
ん

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
読
書
が
苦
痛
に
な
ら
な

い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
本
に
出
会
い
、
読
書
が
大
好
き
な
上

天
草
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。

■
問
合
せ
先　

学
務
課
指
導
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
５

　保護者や地域の人に、学校に来ていただき『読み聞かせ』
に取り組んでいます。どんな話が聞けるのか、子どもたち
はとても楽しみにしています。読書大好き！のきっかけに
もなります。

　朝自習の時間に、子どもたちだけでなく先生たちも一緒
に読書をしています。静まりかえった教室では、ページを
めくる音だけが聞こえてきます。集中する力も高まります。

☆読書コンクール
☆学校で良書 100 冊を選定。卒業までに読んでしまう
☆熊日童話会によるお話会　　　　　　 　　　　など

読み聞かせ

全校読書

その他①

②

③

上天草市６次産業化

～どんな助成やサポートがあるの？～

　市では、６次産業をさらに推進させることを目的として、熊本
６次産業化サポートセンターの企画推進員と６次産業専門プランナ

ーを招いて研修会と個別相談を次のとおり実施します。参加を希望

する人は、お申し込みをお願いします。

　なお、研修会はどなたでも参加できますが、個別相談は、限られ

た時間の中での対応となるため人数に制限があります。お早めにお

申し込みください。

■日時　12 月３日（水）
○研修会　午後２時～３時 20 分

○個別相談　午後３時 30 分～４時 30 分

■講師　６次産業専門プランナー　サスティナ共創研究所　所長　小島義博氏
■場所　大矢野庁舎書庫棟２階
■対象者　本市に住所を置き、６次産業化事業への取組みを検討している生産
者・加工業者、既に６次産業化事業に取り組んでいる人

■申込方法　任意の様式に次の事項を記載し持参するか、FAX または電子メ
ールでお申し込みください。①お名前、②住所、③連絡先、③業種、④個別

相談希望の有・無

■申込締切　11 月 28 日（金）午後５時
■申込・問合せ先　産業雇用創出課６次産業推進係
　℻ 0964（56）3200
　電子メール sangyo@city.kamiamakusa.lg.jp

　☎ 0964（26）5532

ナマコの乾燥・加工 　市では、地域総合整備財団（ふるさと財団）の新・地域再生マ
ネージャー事業を活用し、ナマコの産業化による地域経済の活性化

と雇用の創出を目指して取り組んでいます。

　この事業の一環として、高付加価値商品である乾燥ナマコの生産

を目指し、水産加工の先進地でもある、京都府舞鶴市から講師を招

き、次のとおりナマコの乾燥・加工に関する実習型のセミナーを開

催します。

　興味のある加工業者、水産事業者の皆さまはふるってご参加くだ

さい。

■日時　11 月 28 日（金）　午前 10 時～午後０時 30 分（開場　午前 9時 45 分）
■場所　松島庁舎保健センター 1階　調理室
■講師　株式会社　磯のや　田中史朗氏
■参加費　無料
■募集人数　20 人（先着順）
※市内水産事業者・水産加工業者を推奨しますが、一般の市民も参加できます。

■申込方法　11月17日（月）午前9時から次の電話番号でお申し込みください。
　なお、座席数に限りがありますので、市内水産事業者、水産加工業者は、1

事業者につき 1人での参加をお願いします。募集人数に達し次第締め切り

ます。

■申込・問合せ先　産業雇用創出課企業誘致・産業支援係　☎ 0964（26）5531

事業研修会・相談会

セミナー
～ためになる実践型セミナー～

開催

開催
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10
周
年
記
念
式
典

上
天
草
市
制
施
行

　

本
日
こ
こ
に
、
上
天
草
市
制
施

行
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る

に
あ
た
り
、
上
天
草
市
内
外
か
ら

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
列
席
を
賜
り

ま
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
地
元

選
出
の
園
田
先
生
を
は
じ
め
国
会

議
員
の
先
生
方
、
村
田
副
知
事
ほ

か
県
議
会
議
員
の
先
生
方
、
そ
し

て
、
県
内
の
市
町
村
長
な
ら
び
に

市
議
会
、
町
村
議
会
議
長
の
皆
さ

ま
に
は
、
公
私
ご
多
用
の
折
、
ご

臨
席
を
賜
り
、
こ
の
式
典
に
華
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
衷
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
列
席
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
市

制
施
行
10
周
年
を
お
祝
い
で
き
ま

す
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で

あ
り
、
ま
た
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

上
天
草
市
の
発
展
に
対
し
各
方
面

か
ら
多
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て

深
甚
な
る
感
謝
を
表
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
上
天
草
市

は
平
成
16
年
３
月
31
日
に
、
旧
大

矢
野
町
、
松
島
町
、
姫
戸
町
、
龍

ヶ
岳
町
の
四
町
が
合
併
し
、
新
し

い
市
と
し
て
の
産
声
を
あ
げ
ま
し

た
。
合
併
当
日
は
、
晴
れ
晴
れ
と

し
た
晴
天
で
あ
り
ま
し
た
が
、
冬

の
よ
う
な
冷
た
い
風
が
吹
き
荒
れ

る
肌
寒
い
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
合
併
は
、
ま
さ
し
く

天
下
の
難
事
業
で
あ
り
、
当
時
の

町
長
は
じ
め
町
議
会
の
皆
さ
ま
は

も
と
よ
り
、
熊
本
県
な
ら
び
に
合

併
に
携
わ
る
関
係
各
位
の
ご
苦
労

は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
、

そ
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
あ

ら
た
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
上
天
草
市
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
合
併

当
時
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る

中
、
予
期
せ
ぬ
国
の
三
位
一
体
改

革
が
推
進
さ
れ
、
地
方
交
付
税
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
財
政

的
に
極
め
て
厳
し
い
局
面
に
立
た

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
存
続
を
か
け
て
、

待
っ
た
な
し
の
行
財
政
改
革
に
ま

い
進
せ
ざ
る
を
得
ず
、
合
併
に
伴

う
諸
問
題
の
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
聖
域
な
き
改
革
を
強
力
に
推

し
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

職
員
数
の
削
減
は
も
と
よ
り
、

時
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
痛
み

を
伴
う
よ
う
な
経
費
の
節
減
お
よ

び
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
に
よ
り
ま
し
て
、
合
併
当
初

18
・
９
％
ま
で
上
昇
し
た
実
質
公

債
費
比
率
は
、
現
在
13
・
０
％
に

ま
で
抑
え
、
職
員
数
は
４
５
６
人

か
ら
現
在
３
１
７
人
ま
で
30
％
削

減
し
、
財
政
調
整
基
金
は
最
悪
時

の
４
億
円
か
ら
22
億
円
に
ま
で
増

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
財

政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
適
正
値

ま
で
改
善
し
、
ま
た
行
政
改
革
を

通
じ
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
体
力

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
振
り
返
れ

ば
、
合
併
と
は
、
文
字
通
り
、
行

政
の
大
リ
ス
ト
ラ
で
あ
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
市

民
の
皆
さ
ま
の
動
揺
を
抑
え
つ

つ
、
風
土
、
風
習
が
微
妙
に
異
な

る
四
町
の
融
和
と
調
和
を
見
出
す

こ
と
は
、
一
朝
一
夕
で
な
し
得
る

よ
う
な
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通

じ
市
民
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
乾

い
た
大
地
に
水
が
し
み
入
る
が
ご

と
く
、
徐
々
に
市
民
の
融
和
は
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
の
最
大
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
松
島
新
庁
舎
に
つ
い
て
も
昨

年
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と

～
あ
り
が
と
う
上
天
草
～

　

上
天
草
市
は
、

平
成
16
年
３
月

31
日
の
市
制
施

行
以
来
、
本
年

を
も
っ
て
10
周

年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の

上
天
草
市
の
歴

史
や
文
化
を
踏

ま
え
、
か
か
わ

っ
た
全
て
の
皆

さ
ま
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、

上
天
草
市
の
未

来
へ
の
飛
躍
を

祈
念
し
て
、
10

月
26
日
、
大
矢

野
総
合
体
育
館

で
、
多
く
の
来

賓
や
一
般
観
覧

者
を
お
迎
え
し
、

記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

市
長
式
辞

vol.90上
天
草
市
長

川 

端 

祐 

樹

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
約
束

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
約
束
事
で

あ
る
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
に
掲
げ
た
「
経
済
を

た
て
な
お
し
、
過
疎
化
に
ス
ト
ッ
プ
！
（
雇
用
の
創

出
と
所
得
向
上
へ
）」
の
11
の
項
目
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
を
下
表
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

上
天
草
市
の
魅
力
は
、
美
し
い
景
観
と
多
種
多
様

な
食
材
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
上

天
草
の
自
然
が
育
み
、
技
術
力
の
あ
る
農
業
者
・
漁

業
者
が
支
え
、
市
内
の
販
売
店
や
飲
食
店
、
そ
し
て

観
光
業
を
営
む
方
々
に
よ
っ
て
磨
き
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
上
天
草
市
の
経
済
の
歯
車
を
さ
ら
に

速
く
、
さ
ら
に
大
き
く
す
る
た
め
に
、「
６
次
産
業
化

の
推
進
」
と
「
観
光
の
振
興
」
を
最
重
点
戦
略
に
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
作
業
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
前
島
地
区
を
観
光
拠
点
に
す
る
た
め

の
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
発
は
、
上
天

草
市
が
今
後
持
続
可
能
で
飛
躍
し
て
い
く
自
治
体
に

な
る
た
め
の
光
明
を
見
出
す
一
つ
の
契
機
と
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎：完了　○：一部完了・実施中　△：検討中・検討結果により未実施　×：未着手

①６次産業化の推進 ○

加工品開発センターを拠点とした市民の６次産業化の推

進に対する支援を実施中。新商品についても農林水産物

ブランド推進協議会を中心として、『和風だし』などの商

品を開発し、試験販売中。

②農業・漁業支援センターの開設

など、県・ＪＡ・漁協等連携し

た支援事業

○

ＪＡと連携して国の補正予算獲得のための要望活動を実

施し、大矢野農産物集送センターの建設を支援。同様に

漁協と連携して建設した荷さばき場の活用による漁業者

の支援を実施。
③貿易コーディネーターの採用や

企業提携などによる貿易（輸出）

の推進。

○

地域総合整備財団（ふるさと財団）地域再生マネージャ

ー事業を活用し、海外との経済を含む交流促進を見据え

た海外友好都市の締結に向けて調整中。

④産業集積化（自動車、電気、海

運など）による地場産業の育成

と支援

○
海運業を担う人材の育成に対する支援制度や宿泊施設の

リノベーションに対する利子補給制度等を創設。

⑤新幹線アクセスの再検討と観光

ルートの整備
○

九州新幹線、特急Ａ列車で行こう、シークルーズ、パライ

ゾストローリーを一つの市内観光ルートとして、関西以西

のメディアなどに対しプロモーション活動を強力に実施。

⑥観光大学の誘致により観光産業

全てレベルアップ
△
観光大学の誘致については、調査の上困難と判断。観光

事業者向け講座の開催について検討中。

⑦美容ツーリズム、観海アルプス、

クルージングなど新たな魅力あ

る観光商品の開発

○

九州オルレ２コースを活用したトレッキングによる観光

客の誘致や観海アルプスを活用した「山ガールサミット」

や「トレッキングフェスティバル」を開催し、上天草の

山の魅力を発信。

⑧海外姉妹都市、交流都市の締結

ならびに海外からの旅行者増加
○

九州オルレのコース認定や大韓民国ヤンピョン郡との「友

情の道」締結による韓国からの旅行者誘致を推進。また

イタリアの都市との友好都市締結に向けて調整中。
⑨宮津地区、前島地区や千巌山地

区の観光開発など、景観重点地

区を認定し、観光拠点の拡充

○

今年度から観光拠点として前島地区開発に着手。宮津地

区については、現在の公共施設の配置などを考慮した、

再開発の可能性について検討予定。

⑩地産地消（学校給食など）なら

びに食育の推進
○

上天草市学校食給食地場農畜産物利用拡大協議会の方針に

基づき、学校給食への地産地消のさらなる拡大を推進中。

地元食材利用率 14.3％（H22 調査）→ 22.1％（H25 調査）
⑪更なる企業誘致活動と地域づく

りファンドの斡旋
○
企業誘致活動を強力に推進し、一社の企業進出とタコの

完全養殖を目指す企業との連携が実現。

〜
市
政
２
期
目
の
総
括
に
つ
い
て
②
〜

２）経済をたてなおし、過疎化にストップ！（雇用の創出と所得向上へ）
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19　  広報上天草

▽
旧
町
長

何
川
一
幸
、
松
尾
萬
二
郎
、
竹

中
義
昭

▽
地
域
審
議
会
会
長

山
下
兵
左
衛
門
、
山
田
只
喜
、

坂
田
幸
重
、
千
原
光
明
、
木
下

清
勝
、
平
岡
雪
信
、
田
北
忠
臣
、

谷
川
正
澄

▽
市
議
会
議
員

川
口
望
、
山
口
裕
、
塩
田
真
一
、

山
口
安
彦
（
故
人
）、
北
垣
潮
、

鬼
塚
宗
德
、
山
川
清
英
、
佐
藤

ユ
ミ
子
、
池
上
信
一
、
松
下
俊

光
、
福
田
良
作
、
窪
田
進
市
、

山
辺
嶷
、
須
﨑
正
造
、
田
中
豊

八
、
藤
島
末
則
、
瀬
﨑
秀
輝
、

松
本
憲
彦
、
吉
澤
孝
二
、
德
田

浩
、
佐
伯
敏
征
（
故
人
）、
寄

口
大
和
、
尾
上
一
憲
、
浅
畑
和

哉
、
坂
田
峯
重
（
故
人
）、
渡

辺
稔
夫
、
濱
邊
明
任
、
山
口
逸

美
（
故
人
）、
松
本
一
成
、
川

端
用
𠮷
、
森
冨
夫
、
平
田
傳
、

森
利
隆
、
坂
部
脩
（
故
人
）、

米
田
松
教
（
故
人
）、
丸
山
緑
、

藤
川
勝
久
、
田
中
銑
之
助
、
小

橋
繁
夫
、
田
﨑
信
男
（
故
人
）、

中
本
敬
一
郎
（
故
人
）、
山
﨑

哲
哉
、
白
濱
義
敏
、
田
中
隆
生
、

蕏
塚
安
親
、
水
野
敏
行
、
深
井

房
明
、
井
島
一
市
、
須
﨑
光
枝

▽
収
入
役

本
田
明
男

▽
副
市
長

尾
上
徳
廣

▽
市
区
長
連
合
会
会
長

水
野
昌
昭
、
坂
田
幸
重
、
森
山

髙
信

▽
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

齋
藤
昭
二
郎
、
福
田
澄
雄
、
谷

川
正
澄

▽
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長

住
本
保
（
故
人
）、
鬼
塚
良
弘
、

小
山
勝
德

▽
市
政
治
倫
理
審
査
会
会
長

瀨
﨑
力
雄
、
森
山
髙
信

▽
市
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
審

議
会
会
長

山
下
美
佐
子
、
川
本
初
幸

▽
在
任
時
の
役
職
お
よ
び
表
彰
理
由

　

市
制
施
行
か
ら
10
年
間
、
市
政

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
１
８
９
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

木
造
３
階
建
て
の
立
派
な
庁
舎
と

し
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
松
島

新
庁
舎
こ
そ
、
旧
四
町
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
上
天
草
市
に
と
っ

て
、旧
町
意
識
を
発
展
的
に
越
え
、

市
民
の
融
和
と
調
和
を
目
指
す
、

ま
さ
に
「
和
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
今
後
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て

気
品
漂
う
上
天
草
市
を
形
づ
く
る

一
助
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、

地
方
の
人
口
減
少
問
題
が
国
家
の

重
要
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、「
地
方
創
生
」
を
主
題
と
す

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」が
設
置
さ
れ
、「
人
口
減
少
・

過
疎
化
」
と
い
う
課
題
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
体
制
が
構
築
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

社
会
に
対
応
し
、
止
め
ど
な
く
進

行
す
る
過
疎
化
を
食
い
止
め
る
べ

く
昨
年
、
第
二
次
総
合
計
画
が
実

行
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

地
元
経
済
の
活
性
化
が
急
務
で

あ
り
、
雇
用
の
確
保
、
そ
し
て
所

得
の
安
定
を
達
成
す
る
と
の
認
識

か
ら
、
本
市
の
豊
富
な
農
林
水
産

物
と
美
し
い
景
観
を
戦
略
物
資
と

し
て
、「
６
次
産
業
化
の
推
進
」

と
「
観
光
の
振
興
」
を
最
重
点
戦

略
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
、
平
成
23
年
３
月
に

は
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
、
同

年
10
月
に
は
特
急
「
Ａ
列
車
で
行

こ
う
」
の
運
行
開
始
な
ど
、
本
市

の
観
光
振
興
に
追
い
風
が
吹
き
、

そ
の
追
い
風
を
契
機
と
と
ら
え
、

現
在
で
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
戦
略
に
基
づ
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
水
上
セ
ス
ナ
、
山

ガ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
、
九
州
オ
ル

レ
、
海
風
マ
ル
シ
ェ
、
海
音
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
は
そ
の
最
た
る
も
の

で
す
。

　

特
に
、
九
州
観
光
推
進
機
構
が

事
業
展
開
を
な
さ
れ
て
い
る
「
九

州
オ
ル
レ
」
の
維
和
島
コ
ー
ス
の

認
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
維
和

地
区
の
皆
さ
ま
の
遊
歩
道
整
備
や

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
日
ご
臨
席

の
大
韓
民
国
ヤ
ン
ピ
ョ
ン
郡
守
の

来
市
に
も
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
天
草

五
橋
の
中
心
に
あ
る
前
島
地
区
を

舞
台
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
観

光
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

未
来
へ
の
投
資
も
可
能
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

本
市
が
今
後
持
続
可
能
で
飛
躍
し

て
い
く
自
治
体
に
な
る
た
め
の
、

一
つ
の
光
明
を
見
出
す
も
の
と
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
あ
げ
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自
律

的
・
持
続
的
な
社
会
を
創
生
し
、

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
持

ち
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
り
心
豊

か
に
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

自
治
体
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
本
日
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
と
、
市
と

市
議
会
、
そ
し
て
何
よ
り
市
民
一

丸
と
な
っ
た
調
和
あ
る
力
強
い
歩

市
制
施
行
10
周
年

　
　
　
　
　

記
念
表
彰

～
あ
り
が
と
う
上
天
草
～

み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の
式
典
で
は
、
表

彰
式
を
執
り
行
い
ま
す
が
、
上
天

草
市
の
草
創
期
に
お
け
る
市
政
発

展
に
対
し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
皆
さ
ま
の
表
彰
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
功
績

を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、
受
賞
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
も
健
康
に

十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
本
市
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
日
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
市
政
発
展
に
変
わ
ら
ぬ
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

上
天
草
市
の
草
創
期
10
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
光
明
さ
す
荘
厳

な
暁
の
も
と
、
未
来
永
劫
さ
ら
に

飛
躍
し
発
展
す
る
上
天
草
市
を
心

か
ら
祈
念
し
、
私
の
式
辞
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
26
日

　
　
　

上
天
草
市
長　

川
端
祐
樹

▽
市
消
防
団
長

松
藤
等
、
森
口
邦
雄
、
松
本
龍

之
助
、
福
井
文
浩
、
坂
本
功

▽
代
表
監
査
委
員

岩
井
千
歳

▽
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
会
長

上
野
眞
也
（
熊
本
市
）

▽
市
地
域
公
共
交
通
会
議
会
長

柿
本
竜
治
（
熊
本
市
）

▽
市
振
興
計
画
審
議
会
会
長

元
島
利
隆
、
清
須
美
匡
洋
（
福

岡
県
） 

▽
松
島
・
八
代
航
路
あ
り
方
検
討

会
会
長

溝
上
章
志
（
熊
本
市
）

▽
寄
付
に
よ
り
市
立
図
書
館
内
に

「
大
田
司
文
庫
」
を
創
設

大
田
司
（
東
京
都
）

▽
新
松
島
庁
舎
に
水
墨
画
を
寄
贈

春
山
千
章

▽
湯
島
地
域
を
代
表
し
て
地
域
審

議
会
な
ど
の
委
員
を
歴
任

古
賀
葵

▽
市
松
島
庁
舎
等
建
設
検
討
委
員

会
会
長

後
藤
貴
浩
（
熊
本
市
）

▽
姫
戸
小
児
童
の
登
校
時
見
守
り

活
動

山
口
尚
眞

▽
地
域
防
犯
お
よ
び
子
ど
も
の
安

全
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
姫
戸
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
西
の
浦
地
区
安
全
・
安
心

み
ま
わ
り
隊
、尾
上
地
区
安
全
・

安
心
み
ま
も
り
隊
、
松
島
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
松
島
地
区
更
生
保
護
女

性
会
、
銀
杏
会
、
下
桶
川
地
区

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
龍
ヶ
岳

パ
ト
ロ
ー
ル
隊

▽
市
農
業
委
員
会
会
長
職

水
野
健
一
、
木
村
一
義
、
西
岡

光
雄

▽
あ
ま
く
さ
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長

川
口
義
英

▽
天
草
漁
業
協
同
組
合
副
組
合
長

江
口
幸
男

▽
大
道
漁
業
協
同
組
合
組
合
長

森
冨
夫

▽
市
活
性
化
グ
ル
ー
プ
協
議
会
会
長

橋
本
京
子

▽
市
工
業
会
会
長

渡
辺
稔
夫

▽
市
誘
致
企
業
連
絡
協
議
会
会
長

池
田
博
嗣

▽
大
矢
野
町
商
工
会
お
よ
び
上
天

草
市
商
工
会
会
長

田
中
亨

▽
旧
町
商
工
会
会
長

岩
﨑
壽
男（
故
人
）、浦
本
秀
敏
、

尾
上
一
憲

▽
松
島
町
観
光
協
会
、
天
草
四
郎

観
光
協
会
会
長

千
原
光
明

▽
旧
町
観
光
協
会
会
長

田
邊
廣
見
、
浦
本
秀
敏
、
段
下

繁
文

▽
「
オ
ル
レ
」
を
通
じ
て
、
市
と

韓
国
と
の
草
の
根
交
流
に
貢
献

ソ
・
ミ
ュ
ン
ス
ク

▽
市
の
観
光
振
興
を
支
援
し
市
と

韓
国
と
の
草
の
根
交
流
に
貢
献

池
田
孝
昭
（
熊
本
市
）

▽
合
併
後
の
上
天
草
市
に
企
業
進

出
し
、
市
の
経
済
発
展
に
貢
献

中
村
伸
一
（
東
京
都
）、
宮
本

圭
一
（
東
京
都
）

▽
花
珠
真
珠
品
評
に
お
い
て
農
林

水
産
大
臣
賞
な
ど
多
数
受
賞

松
岡
博
文
（（
有
）
松
岡
真
珠
）

▽
電
照
菊
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
花
卉

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
、
全
国

青
年
農
業
者
会
議
で
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞 

藤
島
幹
大
（
藤
島
農
園
）、
木

下
一
（
木
下
農
園
）

▽
市
環
境
審
議
会
会
長

逸
見
泰
久

▽
市
の
環
境
保
全
に
貢
献

市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
シ
ー
ト

ラ
ス
ト
、
上
天
草
高
等
学
校

※
敬
称
略
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21　  広報上天草

▽
市
の
公
益
の
た
め
、
多
額
の
金

品
を
寄
附

個
人
（
50
万
円
以
上
）

塚
本
浩
晴
（
東
京
都
）、
上
田

武
光
（
福
岡
県
）、
段
下
正
志

（
東
京
都
）、川
端
保（
宇
城
市
）、

大
田
司
（
東
京
都
）、
米
村
猷

之
（
熊
本
市
）、中
村
伸
一
（
千

葉
県
）、若
松
孝
市
（
東
京
都
）、

岡
野
繁
利
（
福
岡
県
）

団
体
（
１
０
０
万
円
以
上
）

天
草
漁
業
協
同
組
合
大
矢
野
支
所

※
表
彰
を
辞
退
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

　

も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
の
発
展
に
貢
献
い
た
だ
い
た

９
人
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

▽
下
水
道
運
営
審
議
会
会
長

佐
藤
ユ
ミ
子
、
福
田
富
雄

▽
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長

植
里
富
美
子
、
坂
元
裕
生

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

松
尾
萬
二
郎
、
藤
川
勝
久

▽
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会
会
長

羽
室
ア
ツ
ミ
、
荒
木
豊

▽
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
会
会
長

田
中
道
範

▽
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会
長

佐
藤
ユ
ミ
子

▽
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
推
進

委
員
会
会
長

森
山
髙
信

▽
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長

水
田
マ
ツ
エ
、
清
水
洋
子
、
坂

口
米
子
、
福
田
妙
子

▽
市
母
子
保
健
推
進
員

豊
嶋
カ
ズ
子

▽
天
草
郡
市
医
師
会
上
天
草
部
会
長

島
田
康

▽
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

片
山
大
八
、
嶋
田
宗
雄
、
水
野

敏
行

▽
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理

事
長

窪
田
進
市
、
福
田
良
作

▽
市
高
齢
者
福
祉
計
画
等
推
進
委

員
会
会
長

水
野
功
、
山
下
勝
一

▽
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
お
よ
び
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
会
長

中
村
修

▽
献
血
事
業
の
推
進
に
貢
献

天
草
池
田
電
機
（
株
）、
ヤ
マ

ハ
天
草
製
造
（
株
）

▽
教
育
長

平
林
正
大
、
鬼
塚
宗
德

▽
教
育
委
員
長

田
﨑
憲
記
、
羽
室
道
夫
、
佐
々

木
紀
元

▽
市
奨
学
生
選
考
委
員
会
会
長

渡
辺
稔
夫
、
佐
藤
ユ
ミ
子

▽
適
正
就
学
指
導
委
員
会
会
長

柗
本
正
和

▽
市
公
立
学
校
規
模
適
正
化
審
議

会
会
長

切
通
唯
市

▽
33
年
間
に
わ
た
り
今
津
小
・
中
、

松
島
商
業
高
校
の
卒
業
生
に
コ

サ
ー
ジ
ュ
を
贈
呈

池
田
富
穗
、
池
田
良
子

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
指
導
お

よ
び
交
通
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

松
尾
政
光
、
井
手
口
豊
子
、
西

村
宗
久

▽
平
成
18
年
度
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
男
子
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
優
勝
（
今
津
中
）

岩
﨑
翔
平
、
小
幡
哲
郎
、
本
多

健
一
郎
、
松
本
宗
一
郎
、
山
本

良
磨

▽
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
会
長

生
川
幸
蔵
、石
川
秀
行
（
故
人
）

▽
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
会

長
。
平
成
22
年
度
第
61
回
全
日

本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会
優
勝

江
郷
國
紘

▽
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
会
長

田
中
道
範

▽
市
文
化
財
保
護
委
員
会
会
長

川
上
昭
一
郎
、
山
川
清
英

▽
市
姫
浦
層
群
保
全
活
用
推
進
会

議
会
長

山
川
清
英

▽
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長

鬼
塚
宗
德

▽
市
結
婚
相
談
員
連
絡
協
議
会
会
長

益
田
一
利

▽
市
図
書
館
建
設
検
討
委
員
会
委

員
長

角
田
裕
之

▽
市
図
書
館
協
議
会
会
長

井
手
口
康
隆
、
中
直
通
、
益
田

洋
子

▽
市
社
会
教
育
委
員
会
委
員
長

切
通
唯
市
、
山
下
勝
市
、
田
中

道
範

▽
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

齋
藤
純
輝
、
植
野
智
博
、
村
上

吉
樹
、
益
田
淳
子
、
山
本
秀
樹
、

植
村
文
章
、
坂
川
淳
、
山
口
英

雄
▽
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長

尾
上
チ
エ
ノ
、
荒
木
ミ
ド
リ

▽
市
文
化
協
会
会
長

濵
口
光
憲
、
村
田
行
安
、
元
島

利
隆
、
清
水
龍
起

▽
第
88
回
、
第
90
回
箱
根
駅
伝
大

会
優
勝
（
最
優
秀
選
手
賞
）

大
津
顕
杜
（
東
洋
大
）

▽
第
89
回
箱
根
駅
伝
大
会
優
勝

谷
永
雄
一
（
日
体
大
）

▽
上
天
草
総
合
病
院
の
非
常
勤
医

や
上
天
草
看
護
専
門
学
校
の
講

善
行
表
彰

　

上
天
草
市
民
の
歌
〜
あ
り
が
と

う
上
天
草
〜
を
披
露
。
こ
の
市
民

の
歌
の
製
作
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ま

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

市
民
の
歌
は
、
市
内
中
学
校
と

上
天
草
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
奏
で

る
調
べ
に
の
せ
て
市
内
小
学
生
、

パ
ー
ル
コ
ー
ル
、
ゆ
り
か
ご
宅
急

便
、
さ
く
ら
コ
ー
ル
の
皆
さ
ん
の

澄
ん
だ
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
、
式
典
の
第
一
部
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

放
送
作
家
に
し
て
、
50
歳
か
ら

小
説
家
と
な
り
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
永
遠
の
０
」
を
は
じ
め
、
次
々

に
話
題
作
を
生
み
出
し
て
い
る
作

家
の
百
田
尚
樹
さ
ん
が
登
壇
。
演

題
の
な
い
講
演
会
に
来
場
者
は
耳

を
そ
ば
だ
て
ま
し
た
。

　

百
田
さ
ん
は
昭
和
31
年
生
ま
れ

「『
永
遠
の
０
』
で
は
、
先
の
戦
争

を
体
験
し
た
親
の
世
代
と
、
若
い

世
代
と
を
結
び
つ
け
た
か
っ
た
」

と
の
逸
話
や
、
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
、
小
説
家
と
な
っ
た
き
っ
か

け
な
ど
を
語
り
、
来
場
者
の
胸
を

う
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
百
田
さ
ん
は
上
天
草
に

訪
れ
た
感
想
を
「
自
然
が
美
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
観
光
し
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

韓
国
ヤ
ン
ピ
ョ
ン
郡

　
「
友
情
の
道
」
締
結

　
　
　

一
周
年
記
念
行
事

　

オ
ル
レ
を
通
じ
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
で
両
市
の
交
流
促
進
を
目
指
す

「
友
情
の
道
」
締
結
か
ら
１
年
、

維
和
島
の
桜
公
園
で
は
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
唱
和

　

天
草
五
橋
で
結
ば
れ
た
上
天
草

市
。
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
ま
も

り
、
誇
り
あ
る
郷
土
を
築
く
た

め
、
市
民
憲
章
を
皆
で
唱
和
し
ま

し
た
。

「
上
天
草
市
民
の
歌
」

～
あ
り
が
と
う
上
天
草
～

　
　
　

披
露
・
感
謝
状
贈
呈

～
あ
り
が
と
う
上
天
草
～

記
念
講
演
会

　
　
　

百
田
尚
樹
さ
ん 

師
を
務
め
、
自
身
の
寄
附
金
に

よ
り
特
待
制
度「
本
田
奨
励
賞
」

を
同
専
門
学
校
に
創
設

本
田
二
郎
（
故
人
）

1作曲者の樹原涼子さん（右）と指揮を務めた林田純さん（中央）　2済州オルレ理事長ソ・ミュンスク氏　3市内中学校および上

天草高校の吹奏楽部と合唱する市内小学生、パールコール、ゆりかご宅急便、さくらコールの皆さん　4ご来賓の方々

1 2 3

4

ご出席いただいたすべての皆さま、全ての市民の皆さま、関係者の皆さまに感謝いたします。
そして、美しく自然あふれるこの郷土に感謝の言葉を～ありがとう上天草～

■式典に関する問合せ先　市長公室　☎ 0964（26）5525

10ＴＨ

Profile
ひゃくた・なおき
昭和 31 年２月 23
日生れ。大阪市出
身。放送作家・小
説家。代表作は「永
遠の０」「海賊と
よばれた男」「モ
ンスター」など多
数。
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○
平
手
打
ち
を
す
る
。
つ
ね
る
。

殴
る
。
蹴
る
。
や
け
ど
、
打
撲

を
さ
せ
る
。

○
刃
物
な
ど
で
外
傷
を
与
え
る
。

○
本
人
に
向
け
て
物
を
投
げ
つ
け

た
り
壊
し
た
り
す
る
。

○
本
人
に
向
け
て
刃
物
を
近
づ
け

た
り
、
振
り
回
し
た
り
す
る
。

○
医
学
的
判
断
に
基
づ
か
な
い
痛

み
を
伴
う
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
を

強
要
す
る
。

○
移
動
さ
せ
る
と
き
に
無
理
に
引

き
ず
る
。
無
理
や
り
食
事
を
口

に
入
れ
る
。

○
身
体
を
拘
束
し
、
自
分
で
動
く

こ
と
を
制
限
す
る
（
ベ
ッ
ド
に

縛
り
付
け
る
。
ベ
ッ
ド
に
柵
を

つ
け
る
。つ
な
ぎ
服
を
着
せ
る
。

意
図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ

せ
て
、
動
き
を
抑
制
す
る
。）

○
外
か
ら
カ
ギ
を
か
け
て
閉
じ
込

め
る
。
中
か
ら
鍵
を
か
け
て
長

時
間
家
の
中
に
入
れ
な
い
。

○
入
浴
し
て
お
ら
ず
異
臭
が
す

る
、
髪
や
爪
が
伸
び
放
題
だ
っ

た
り
、
皮
膚
や
衣
服
、
寝
具
が

汚
れ
て
い
る
。

○
水
分
や
食
事
を
十
分
与
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
、
空
腹
状
態

が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た

り
、
脱
水
・
栄
養
失
調
の
状
態

に
あ
る
。

○
室
内
に
ゴ
ミ
を
放
置
す
る
、
冷
暖

房
を
使
わ
せ
な
い
な
ど
、
劣
悪
な

住
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
。

○
徘
徊
・
病
気
の
状
態
を
放
置
す
る
。

○
虐
待
対
応
従
事
者
が
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
や
専
門
的
ケ
ア
が

必
要
と
説
明
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
無
視
す
る
。

○
本
来
は
入
院
や
治
療
が
必
要
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
強
引
に
病
院

や
施
設
な
ど
か
ら
連
れ
帰
る
。

○
老
化
現
象
や
そ
れ
に
伴
う
言
動

な
ど
を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ
を

人
前
で
話
す
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
に
恥
を
か
か
せ
る
。（
排

泄
の
失
敗
、食
べ
こ
ぼ
し
な
ど
）

○
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を

言
う
。

○
侮
辱
を
込
め
て
、
子
ど
も
の
よ

う
に
扱
う
。

○
排
泄
交
換
や
片
づ
け
を
し
や
す

い
と
い
う
目
的
で
、
本
人
の
尊

厳
を
無
視
し
て
ト
イ
レ
に
行
け

る
の
に
お
む
つ
を
あ
て
た
り
、

食
事
の
全
介
助
を
す
る
。

○
台
所
や
洗
濯
機
を
使
わ
せ
な
い

な
ど
、
生
活
に
必
要
な
道
具
の

使
用
を
制
限
す
る
。

○
家
族
や
親
族
、
友
人
な
ど
と
の

団
ら
ん
か
ら
排
除
す
る
。

○
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
懲
罰
的

に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す

る
。

○
排
泄
や
着
替
え
の
介
助
が
し
や

す
い
と
い
う
理
由
で
、
下
半
身

を
裸
に
し
た
り
、
下
着
の
ま
ま

で
放
置
す
る
。

○
人
前
で
排
泄
行
為
を
さ
せ
る
、

オ
ム
ツ
を
交
換
す
る
。

○
性
器
を
写
真
に
撮
る
、
ス
ケ
ッ

チ
を
す
る
。

○
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ

ク
ス
を
強
要
す
る
。

○
わ
い
せ
つ
な
映
像
や
写
真
を
見

せ
る
。

○
自
慰
行
為
を
見
せ
る
。

○
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
。

○
本
人
の
自
宅
な
ど
を
本
人
に
無

断
で
売
却
す
る
。

○
入
院
や
受
診
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
必
要
な
費
用
を
支

払
わ
な
い
。

※
「
社
団
法
人　

社
会
福
祉
士
会

　

市
町
村
・
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
都
道
府
県
の
た
め
の

養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
対

応
の
手
引
き
」
よ
り

　

休
日
・
夜
間
で
も
連
絡
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
な
ど
の
窓
口
・
問
合
せ
先

　

上
天
草
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
８

体
的
虐
待

工　　　事　　　名 工事種別 工事概要 工事場所 入札予定時期 工事期間
今津排水機場改修工事 機械器具 水中ポンプ改修工 2台 松島町合津 第３四半期 約５カ月

蔵々漁港排水路改良工事 土木 フラップゲート設置 大矢野町維和 第３四半期 約３カ月

干切漁港臨港道路整備工事 土木 道路整備　L=140m 松島町阿村 第３四半期 約３カ月

鷺浦漁港泊地航路浚渫工事 しゅんせつ 浚渫 A=6,800 ㎡、V=6,500㎥ 大矢野町維和 第４四半期 約３カ月

大道漁港葛崎地区葛崎西防波堤工事 土木 防波堤　L=77m 龍ヶ岳町大道 第３四半期 約４カ月

物産館情報提供施設（無線 LAN 等）
整備工事

電気
無線 LAN・観光案内看板　
設置

大矢野町中 第４四半期 約３カ月

前島駐車場整備工事 舗装 アスファルト舗装等A=5821㎡他 松島町合津 第４四半期 約４カ月

市道２号線道路一部改良工事 舗装 アスファルト舗装等Ｌ =150 ｍ 松島町合津 第４四半期 約４カ月

ヤマハ倉庫等解体工事 と土コ 解体工事 松島町合津 第４四半期 約２カ月

市営住宅玄関ドア改修工事 建築 玄関ドア取替工事一式 龍ヶ岳町 第３四半期 約３カ月

斎場火葬炉主燃バーナー修繕工事 機械器具 1・2号炉主燃バーナー取替え 大矢野町登立 第３四半期 約１カ月

大矢野老人福祉センターキュービク
ル取替工事

電気
キュービクル取替　7.2KV
１面

大矢野町中 第３四半期 約３カ月

柳埋立地配水管布設替工事 水道施設 水道管布設　HIVPФ40　L=200m 大矢野町中 第３四半期 約３カ月

大潟・中央配水池間送水管布設替工事 水道施設 水道管布設　DCIPФ200　L=400m 大矢野町登立 第３四半期 約４カ月

瀬高地区配水管布設替工事 水道施設 水道管布設　HIVPФ50　L=100m 大矢野町中 第３四半期 約３カ月

西部第１配水池配水流量計及び配水
管新設工事

水道施設
流量計一式・配水管 HIVP Ф
100　L=60m

大矢野町登立 第３四半期 約４カ月

東満地区配水管新設工事 水道施設
水 道 管 布 設　HIVP Ф 100　
L=100m

大矢野町登立 第３四半期 約３カ月

市道環状東線道路改良工事 土木 道路改良　102m 大矢野町登立 第３四半期 約４カ月

湊大橋補修工事 と土コ 橋面工、伸縮装置・高欄取替 松島町合津 第３四半期 約４カ月

市道大鷺の浦１号線道路改良工事 土木 道路改良　50 ｍ 大矢野町維和 第３四半期 約３カ月

市道柳港１号線道路維持工事 土木 道路側溝布設　L=118m 大矢野町中 第３四半期 約２カ月

市道環状西 2号線道路維持工事 土木 床版工　L=50m 大矢野町登立 第３四半期 約４カ月

市道尾越崎大潟線舗装工事（その１） 舗装 舗装工　A=600 ㎡ 大矢野町登立 第３四半期 約３カ月

市道山田大手原 1号線舗装工事 舗装 舗装工　A=500 ㎡ 大矢野町上 第３四半期 約２カ月

市道尾越崎大潟線舗装工事（その２） 舗装 舗装工　A=600 ㎡ 大矢野町登立 第３四半期 約３カ月

市道貝場前平海岸線舗装工事 舗装 舗装工　A=1300 ㎡ 大矢野町中 第３四半期 約４カ月

上天草港（小泊港区）海岸保全工事 土木 護岸嵩上げ L=50m 大矢野町中 第３四半期 約３カ月

上天草港（大道港区）工事浮桟橋取
壊工事

土木 浮き桟橋取壊工　１基 龍ヶ岳町大道 第３四半期 約３カ月

上天草港（江樋戸港区）改修（E) 工事 土木 基礎工、本体工一式 大矢野町上 第３四半期 約４カ月

上天草港（江樋戸港区）改修（F) 工事 土木 基礎工、本体工一式 大矢野町上 第３四半期 約４カ月

市道西の浜中央 1号線道路維持工事 土木
擁壁工一式、コンクリート
舗装工 A=400 ㎡

大矢野町湯島 第３四半期 約３カ月

市道洲崎 2号線道路維持工事 土木 排水溝整備一式 龍ヶ岳町樋島 第３四半期 約３カ月

市道寺尾大手原線道路維持工事 土木 床版工 L=20m 大矢野町上 第３四半期 約４カ月

市道米山星平 1号線舗装工事 舗装 舗装工 A=1300 ㎡ 松島町今泉 第４四半期 約３カ月

市道環状西 1号線舗装工事 舗装 舗装工 A=1300 ㎡ 大矢野町上 第３四半期 約３カ月

　平成 26 年 11 月１日現在の予定であり、実際に発注する工事の内容がこの内容と異なる場合、または、

ここに記載されていない工事が発注される場合があります。

　また、予定設計金額が 250 万円以下の工事、工事発注内容や時期が未定の工事は記載してありません。

平成 26年度　上天草市工事発注予定一覧

■問合せ先　監理課契約検査係　☎ 0964（26）5533

◆入札方法：指名競争入札（変更となる場合有り）

身
護
・
世
話
の
放
棄

介

理
的
虐
待

心

的
虐
待

性
済
的
虐
待

経

高齢者を虐待から
守るために
　高齢者への虐待は「高齢者の尊厳を傷つける行為」です。しかし、
その背景には、さまざまな要因が重なりあって発生しています。みん

なが安心して地域や施設などで暮らしていくために、次のような高齢

者虐待を見たり、聞いたりした場合は、ご相談ください。
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I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先

□上天草市消費生活セン
ター
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（56）0783
□上天草市ふるさとハ
ローワーク
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（57）4510
□上天草市農林水産物加
工品開発研究センター
　〒 869-3603
　上天草市大矢野町中
　11582-24　
　☎ 0964（56）6100
□松島地区清掃センター
　〒 861-6105
　上天草市松島町教良木
　236-264
　☎ 0969（57）0161

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
６
期

▼
納
期
限　
　
　

12
月
１
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

11
月
25
日（
火
）

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被

害
、
多
重
債
務
（
借
金
問
題
）
で

お
悩
み
の
人
の
ご
相
談
な
ど
、
消

費
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
に
対
し

て
専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
な
ど
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
巡
回

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

○
松
島
地
区

 

・
場
所　

松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

 

・
場
所　

姫
戸
統
括
支
所
１
階
相

談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

 

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１
階

相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

　

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。
年
金

記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
　

12
月
４
日
（
木
）

○
松
島　

午
後
１
時
〜
４
時
・
松

島
庁
舎

☎
税
務
課

11
月
の
納
税

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

自
宅
な
ど
か
ら
の
納
税
証
明
書
の

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求（
窓
口
受
領
分
）

を
利
用
す
る
と
、
翌
営
業
日
に
は

窓
口
で
す
ぐ
に
納
税
証
明
書
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
場
合
、
こ

れ
ま
で
手
続
上
必
要
と
さ
れ
て
い

た
電
子
証
明
書
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、手
数
料
は
３
７
０
円（
通

常
４
０
０
円
）と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
者
本
人
が
窓
口
で

受
け
取
る
際
に
は
、
本
人
確
認
書

類
（
免
許
証
な
ど
）
が
、
ま
た
、

代
理
人
が
受
け
取
る
際
に
は
、
委

任
状
と
本
人
確
認
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.
go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

☎
総
務
課

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

市
民
の
法
律
な
ど
に
関
す
る
心

配
ご
と
や
困
り
ご
と
（
家
庭
・
金

銭
・
相
続
・
登
記
な
ど
の
問
題
）

の
相
談
に
対
し
、
弁
護
士
が
指

導
、
助
言
な
ど
を
行
い
、
そ
の
問

題
の
解
決
ま
た
は
解
決
の
糸
口
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
住
ん
で
い
る

人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

▼
開
設
日
時　

12
月
16
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
開
設
日
時　

松
島
庁
舎
１
階
相

談
室

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
相
談
方
法　

面
談
相
談
で
、
同

一
案
件
に
対
し
１
回
の
相
談

▼
相
談
時
間　

１
人
１
回
30
分
ま
で

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申

込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先　

総
務
課

総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
税
務
課

納
税
証
明
書
は
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
が
便
利
で
す

☎
税
務
課

乗
用
装
備
の
あ
る
農
耕
車

は
標
識
が
必
要
で
す

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
）
で
乗
用
装
備
の
あ
る

も
の
、
ま
た
農
耕
作
業
用
以
外
の

小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
公
道
走
行
の
有
無
に
関
係
な

く
軽
自
動
車
の
申
告
を
し
て
標
識

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登

録
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、印
鑑
、

車
台
番
号
・
型
式
認
定
番
号
の
控

え
、
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所

各
庁
舎
、
支
所
お
よ
び
出
張
所
で

軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

私
た
ち
の
県
税
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　

県
で
は
、「
県
民
が
幸
せ
を
実

感
で
き
る
く
ま
も
と
」
を
実
現
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
県

税
は
、
そ
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
福

祉
に
、
道
路
や
河
川
の
整
備
に
、

熊
本
の
美
し
い
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

県
税
の
あ
ら
ま
し
を
解
説
し
た

冊
子
を
天
草
広
域
本
部
税
務
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
、
県
税

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
税
の
意
義
や
役
割
を
、
こ
れ

を
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
本
部
税

務
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
９
０
５
６

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
19
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
年
金
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳
を
確

認
し
、
本
渡
年
金
事
務
所
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室　

　

☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

▼
開
設
日
　

12
月
11
日
（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
１
時
〜
４
時
・

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

第
66
回
人
権
週
間
（
12
月
４
日

〜
10
日
）
に
あ
わ
せ
、
特
設
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
い
じ

め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴
力
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、相
続
問
題
、近
隣
問
題
、

障
が
い
者
差
別
な
ど
人
権
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご

と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
期
日
・
場
所

○
12
月
２
日
（
火
）
大
矢
野
庁
舎

書
庫
棟
１
階
会
議
室

○
12
月
３
日
（
水
）
龍
ヶ
岳
統
括

支
所
１
階
相
談
室

○
12
月
４
日
（
木
）
姫
戸
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

○
12
月
９
日
（
火
）
松
島
庁
舎
２

階
小
会
議
室

▼
時
間　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

旧松島庁舎・旧福祉センターを解体します

　両施設の解体に伴い、不要備品（机・椅子・キャビネット）など

の公売会を次の日程で行いますので希望する人はお越しください。

■日時　12 月 7日（日）午前 9時から午後 3時まで

■場所　旧松島庁舎・旧福祉センター・旧商工会

■金額　一律　1点 100 円（全備品）

■条件　当日引きとりが可能な人

■問合せ先　監理課管財係　☎ 0964（26）5533

　両施設は昭和 46 年に建築された施設で、今回、老朽化に伴い解体

するもので、工事は12月中旬から開始し、来年3月には完了予定です。

工事中は地域住民の皆さまにご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願

いします。また、庁舎解体後の跡地利用については、今後、「旧松島

庁舎等跡地利用検討委員会」を設置して、検討を進めていきます。

公売会開催
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お知らせ

　甲子園の高校野球には「ファイン

プレー」がたくさん出てきます。

　今回は、ファインプレーと観光に

ついて考えてみました。

『91 年春の優勝戦は広陵（広島）が

同点の九回裏にサヨナラ勝ちした。

打球が松商学園（長野）の右翼手の

頭上を越えて転々とする間に二塁走

者が生還した。両校が整列して礼を

するのを見ながら、永野元（もと）

玄（はる）球審は「これぞ本当のフ

ァインプレーだな」と思った▼遅れ

て整列した選手がひとりいた。中堅

手だ。転々としたボールを拾いに行

っていた。礼をしたあと、彼が広陵

の主将に「これが優勝を決めたボー

ルだよ」とそっと渡すのを永野球審

は見ていた▼ 2000 年 3 月の毎日新

聞の連載「審判ものがたり」の中か

ら紹介している。永野さんは大会後、

新しいボールを添えて松商学園の監

督に手紙を送った。「冷静で味のある

行動を見て、すがすがしさを感じま

した」。監督は手紙で初めて知った

▼中堅手が大学を経て就職し、1999

年に結婚したとき、監督が式でその

話を披露すると大きな拍手がわいた

という。中堅手は誰にも話していな

かった。「とくに意識していなかっ

たから」という。永野さんは「さり

げないプレーにこそ高校野球のすば

らしさがある」と話している。』（Ｈ

25.8.17 西日本新聞朝刊春秋引用）

　私たち、観光に携わる者にとって「お

もてなしを意識しながらする」のでは

なく日頃の小さなさりげないおもてな

しを積み重ねていくことが上天草のフ

ァインプレーになると信じています。

■問合せ先　観光おもてなし課
　☎ 0964（26）5512

観光おも
てなし課通信

ファインプレー
「はっぴーず」

学
習
支
援
員
と
学
習
場
所

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、「
塾
に
通
う
の
が
難

し
い
」「
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
た
い
」
な
ど
学
習
意
欲
の
あ

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
を
応
援
す
る
「
地
域
の
学

習
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
学
習
支
援
員
」
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
先
生
と
「
学
習
場

所
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
実
施

場
所
」、「
学
習
支
援
員
」、「
子
ど

も
た
ち
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き

た
教
室
か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

１
人
か
ら
で
も
開
所
可
能
で
す
。

　

県
下
で
は
、
26
教
室
が
活
動
中

で
、
退
職
し
た
元
教
職
員
や
大
学

生
が
先
生
と
な
り
、
教
科
書
に

沿
っ
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
「
で
き
る
こ
と
」

を
結
集
し
て
、
熊
本
の
子
ど
も
た

ち
と
、
未
来
を
一
緒
に
支
え
ま

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　

12
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
か

ら
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

で
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
盲
の
落
語
家
で
音
楽
療
法
士

の
桂
福
点
さ
ん
に
障
が
い
者
理
解

や
音
楽
療
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
と
創
作
落
語
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

観
覧
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課
お
知

ら
せ
情
報
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

県
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
３
７

落
語
家
・
桂
福
点
さ
ん
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

第
42
回
明
る
い
選
挙
推
進

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す

　
「
明
る
い
選
挙
」
を
合
言
葉
に

正
し
い
選
挙
の
啓
発
、
市
民
相
互

の
親
睦
と
融
和
お
よ
び
健
康
増
進

を
目
的
と
し
て
、
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　

地
区
や
職
場
な
ど
の
各
種
団

体
、
学
校
単
位
や
気
の
合
う
仲
間

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

平
成
27
年
２
月
１
日

（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

▼
区
間　

全
10
区
間
（
19
・
６
㌔
）

※
う
ち
女
性
１
区
間

▼
部
門　

一
般
の
部
、
学
生
の
部

▼
申
込
締
切　

12
月
24
日
（
水
）

▼
問
合
せ
先　

明
る
い
選
挙
推
進

駅
伝
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

本
田
（
市
役
所
総
務
課
）・
岡

原
（
市
役
所
財
政
課
）

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

そ
の
他

12
月
３
～
９
日
は
障
害
者

週
間
で
す

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
依

然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

の
重
大
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
厚
生
労

働
省
で
は
毎
年
11
月
を
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
地
域

か
ら
児
童
虐
待
を
根
絶
す
る
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
ら
市
役
所
福
祉
課
ま

で
連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
26
年
度
標
語

　
「
た
め
ら
わ
ず 

知
ら
せ
て
つ
な

ぐ 

命
の
輪
」

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係

☎
福
祉
課

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　

国
、
地
方
公
共
団
体
は
、
12
月

３
日
（
国
際
障
害
者
デ
イ
）
か
ら

９
日
（
障
害
者
の
日
）
ま
で
の
１

週
間
を
障
害
者
週
間
と
し
、
さ
ま

☎
福
祉
課

障
が
い
児
の
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す

　

こ
ど
も
未
来
館
は
平
成
24
年
４

月
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
療
育
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
お
も
ち
ゃ

図
書
館
（
障
が
い
児
用
）
な
ど
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
に
は
、
障
が
い
児
親

の
会
に
呼
び
か
け
、
天
草
市
の
就

天
草
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
の
集
い
を
開
催
し
ま
す

　

天
草
地
域
精
神
保
健
福
祉
連
絡

協
議
会
で
は
、「
ひ
き
こ
も
り
」

を
テ
ー
マ
に
「
第
５
回
天
草
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
本
人
に
つ
ら

い
思
い
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
人
が
大
事
に
思
っ
て
い

る
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
を
も
巻

き
込
み
ま
す
。

　

今
回
は
、
若
者
の
ひ
き
こ
も
り

が
ど
う
い
う
も
の
か
、
地
域
で
ど

う
見
守
っ
て
い
け
ば
い
い
か
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
８
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所　

天
草
中
央
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
天
草
市
）

▼
内
容

①
倉
岳
町
「
こ
っ
ぱ
劇
団
」
に
よ

る
寸
劇

②
講
演
会
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

と
対
応
に
つ
い
て
（
講
師　

熊

本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

面
会
交
流
を
支
援
し
ま
す

　

面
会
交
流
と
は
、
離
婚
ま
た
は

別
居
に
よ
り
、
子
ど
も
と
別
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
親
が
子
ど
も
と

会
っ
て
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り

し
て
交
流
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
面
会
交
流

と
は
、
別
れ
て
暮
ら
す
親
の
愛
情

を
感
じ
る
、
重
要
な
つ
な
が
り
で

す
。
支
援
員
が
双
方
の
親
と
相
談

し
な
が
ら
、
面
会
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
連
合
会
で
は
、
母
子

福
祉
貸
付
の
就
学
支
度
資
金
が
入

学
手
続
き
に
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に
、
つ

な
ぎ
資
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
曜
を
除
く
）

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
２
１
３
６

12
月
４
日
～
10
日
は
第
66

回
人
権
週
間
で
す

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
の
第
３

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
１
９
４
９
年
に
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

が
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
、
本
市
で

は
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
や
人

権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
も
、
こ
の

機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

第
66
回
人
権
週
間
に
お
け
る
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
11
月

27
日
（
木
）
午
後
３
時
か
ら
ゆ

め
マ
ー
ト
松
島
店
で
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
権
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
人
権
週
間
に
関
す
る
こ
と　

熊

本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５

○
人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関

す
る
こ
と　

市
総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

消
防
団
協
力
事
業
所
が
増

え
ま
し
た

　

市
で
は
、
消
防
防
災
力
の
充
実

強
化
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

「
上
天
草
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
消
防
団
の
活
動
に
積

極
的
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
事

業
所
な
ど
の
申
請
に
基
づ
き
、
市

が
協
力
事
業
所
の
認
定
を
行
う
も

の
で
す
。
認
定
さ
れ
た
場
合
、
市

か
ら
「
協
力
事
業
所
表
示
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
30
日
に
、
新
た
に
次
の
事

業
所
が
協
力
事
業
所
に
加
わ
り
ま

し
た
。

▼
事
業
所
名　

社
会
福
祉
法
人
姫

戸
福
祉
会
（
翔
洋
苑
）

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
危
機
管
理

防
災
室

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
４

し
ょ
う

▼
受
講
費
用　

１
回
上
限
１
０
０

円
（
電
気
代
）

▼
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
小
・
中
学
生

▼
開
所
日　

週
１
回
以
上

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
２
１
３
６

労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー
煌
樹
（
か

が
や
き
）
と
、
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
リ
ン
ク
の
見
学
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
は
、
事
業
所

か
ら
の
説
明
や
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
き
い
き
と
仕
事
や
活
動
を

す
る
姿
に
触
れ
、
就
労
や
日
中
支

援
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
子
ど
も

の
将
来
の
選
択
肢
や
可
能
性
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
障
が
い
福

祉
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
３

ざ
ま
な
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
障
が
い
者
の
権
利
や
差

別
解
消
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
熊
本
ま
ち
づ
く
り
条

例
」を
制
定
し
、相
談
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
専
門
職
員
で
あ
る
広

域
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、
市
区

町
村
ご
と
に
担
当
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
電
話
で
の
ご
相
談
が

困
難
な
人
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ⅹ
・
電
子

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
相
談
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▼
相
談
窓
口　

県
障
が
い
支
援
課

○
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
４

○
℻
０
９
６
（
３
８
３
）
１
７
３
９

○
Ｅ
メ
ー
ル　

tokuteisoudan@
pref.kum

am
oto.lg.jp

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

矢
田
部
裕
介
氏
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
本
部
保

健
予
防
課
（
天
草
保
健
所
）

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

27 26　  広報上天草 　  2014.11 月号

24-27- -1.indd   2 -27 2014/11/10   17:0 :31



お知らせ

  

国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です

　国民年金保険料は所得税法および

地方税法上、健康保険や厚生年金な

どの社会保険料を納めた場合と同様

に、社会保険料控除としてその年の

課税所得から控除され、税額が軽減

されます。

　控除の対象となるのは、平成 26 年

１月から 12 月までに納められた保険

料の全額です。過年度分や追納され

た保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではな

く、配偶者やご家族の負担すべき国

民年金保険料を支払っている場合、

その保険料も合わせて控除が受けら

れます。

　なお、平成 26 年中に納付した国民

年金保険料について、社会保険料控

除を受けるためには、年末調整や確

定申告を行うときに、領収書など保

険料を支払ったことを証明する書類

の添付が必要となります。

　このため、平成 26 年１月１日から

９月 30 日までの間に国民年金保険料

を納付された人には、11 月上旬に日

本年金機構から「社会保険料（国民

年金保険料）控除証明書」が送られ

ますので、申告書の提出の際には必

ずこの証明書または領収書を添付し

てください。（※平成 26年 10 月 1日

～ 12 月 31 日までの間に、今年初め

て国民年金保険料を納められた人に

は、翌年の２月上旬に送られます。）

■相談・問合せ先
○本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154
○市保健課後期高齢者医療年金係　
　☎ 0969（28）3375

ねんきんで笑顔

市のデータ
人 　 口　29,843人（-    30）
男 　 性　 14,058人（-      8）
女 　 性　15,785人（-    22）
世 帯 数　 12,158戸（-      8）
市の面積      126.15㎢

平成26年10月31日現在（　）は前月比

平
成
27
年
４
月
か
ら
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変
わ

り
ま
す

▼
改
正
点

①
採
用
時
や
契
約
更
新
時
に
、
次

の
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
事
業

主
が
労
働
者
に
説
明
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
賃
金
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

・
ど
の
よ
う
な
教
育
訓
練
が
あ
る
か

・
ど
の
福
利
厚
生
施
設
が
利
用
で

き
る
か

・
ど
の
よ
う
な
正
社
員
転
換
推
進

制
度
が
あ
る
か

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
相
談

で
き
る
事
業
所
内
の
相
談
窓
口

が
設
置
さ
れ
、
労
働
条
件
通
知

書
な
ど
の
文
章
で
お
知
ら
せ
さ

れ
ま
す
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
と
し
て
働
く
人
で
、
平
成
27

年
４
月
以
降
の
採
用
・
更
新
の
際

に
、
前
述
の
よ
う
な
説
明
な
ど
を

受
け
な
か
っ
た
人
は
事
業
所
に
申

し
出
る
か
、
熊
本
労
働
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主
に

は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
労
働

者
に
対
す
る
説
明
や
相
談
窓
口
の

設
置
お
よ
び
明
示
な
ど
、
新
た
な

義
務
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

パ
ー
ト
法
の
改
正
の
詳
細
は
、

「
パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(http://part-tanjikan.m
hlw

.
go.jp/

）」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
労
働
局
雇
用

均
等
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

「
労
働
保
険
」
の
加
入
手
続

は
お
済
み
で
す
か

　
「
労
働
保
険
」
は
、
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林

水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
が
加
入
手
続
を
行
い
、
労
働
保

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
２

次
）
を
実
施
し
ま
す

▼
対
象
者　

30
歳
以
上
で
、
６
月

に
実
施
し
た
１
次
検
診
を
受
け

て
い
な
い
人

▼
料
金　

５
０
０
円

▼
会
場
・
時
間

○
12
月
１
日
（
月
）

・
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟　

午
後
１

時
〜
１
時
40
分

・
大
家
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

午
後
２
時
〜
２
時
40
分

○
12
月
２
日
（
火
）

・
龍
ヶ
岳
統
括
支
所　

午
後
１
時

〜
１
時
20
分

・
姫
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

午

後
１
時
40
分
〜
２
時

☎
保
健
課

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

□
適
正
受
診
の
ポ
イ
ン
ト

▼
時
間
外
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
や
夜
間
な
ど
の
受
診
は
、

緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
受
診

時
に
支
払
う
初
診
料
や
再
診
療

と
は
別
に
時
間
外
加
算
が
あ

り
、医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。

○
時
間
外
受
診
を
避
け
る
た
め
に

・
日
頃
か
ら
自
分
や
家
族
の
健
康

状
態
を
知
っ
て
お
く

・
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
か
ら
体

調
を
崩
し
た
と
き
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
お
く

・
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、

な
る
べ
く
昼
間
の
う
ち
に
受
診

し
て
お
く

▼
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で

医
療
機
関
を
次
々
と
変
更
し
て

受
診
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

医
療
機
関
を
紹
介
な
く
変
更
す

る
と
、
そ
の
都
度
初
診
料
が
か

か
り
、
医
療
費
の
無
駄
が
発
生

し
ま
す
。
ま
た
、
重
複
す
る
検

査
や
投
薬
で
体
に
負
担
が
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
重
複
受
診
を
避
け
る
た
め
に

・
不
安
や
疑
問
が
あ
れ
ば
医
師
に

相
談
す
る

・
専
門
医
を
受
診
し
た
い
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
紹
介
し
て
も

ら
う

・
紹
介
を
受
け
て
ほ
か
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ま
で
の
経
過
を
報
告
す
る

　

一
人
ひ
と
り
が
適
正
な
受
診
を

心
が
け
る
こ
と
で
国
保
財
政
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
支
払
う
国
保
の
財

源
は
皆
さ
ま
が
納
め
る
国
保
税
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
国
民
健
康

保
険
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

・
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

午
後
２
時

20
分
〜
３
時

・
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー　

午
後
３

時
20
分
〜
３
時
40
分

※
都
合
の
良
い
会
場
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

健
康
づ
く
り
推
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
６

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
加
入
手
続
を
さ
れ
て

い
な
い
事
業
場
が
多
い
た
め
、
厚

生
労
働
省
で
は
、
年
間
を
通
じ
た

広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
11
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

と
定
め
、
労
働
保
険
の
適
用
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
か
か
っ
た
り
、
死
亡
し
た
場
合

に
必
要
な
労
災
保
険
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ

な
ど
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失

業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育

児
お
よ
び
介
護
休
業
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保

険
の
加
入
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入

手
続
の
お
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ま
た
は
、
熊
本
労
働
局
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

広
報
10
月
号
「
森
慈
秀
感

動
文
」
に
つ
い
て

　

広
報
10
月
号
Ｐ
５
の
最
優
秀
賞

受
賞
作
１
行
目
の
「
森
康
秀
」
は
、

「
森
慈
秀
」（
※
読
み
は
「
も
り

や
す
ひ
で
」）
で
は
な
い
か
と
の
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

ご
指
摘
の
と
お
り
「
慈
秀
」（
本

名
：
や
す
ひ
で
『
通
称
：
じ
し
ゅ

う
』）
で
し
た
。

　

な
お
、
森
慈
秀
感
動
文
は
平
成

16
年
に
作
成
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
ド
ラ
マ
「
夢
の
架
け
橋
〜
天

草
五
橋
に
情
熱
を
か
け
た
男
〜
」

を
視
聴
し
て
感
想
を
文
章
に
し
て

お
り
、
生
徒
の
感
受
性
と
豊
か
な

表
現
を
重
ん
じ
、
毎
年
ほ
ぼ
原
文

の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

滞納者への給水は停止します

■給水停止の根拠
水道法第 15 条第 3項および上天草市水道事業給水条例第 37 条

に、『市長は水道の使用者に対し水道の料金を指定期限内に納

入しないときは給水を停止する事が出来る』と規定しています。

　滞納者に対しては、納期限後 2週間以内に督促状を発送します。それでも期限内に

納入されない場合は、①給水停止予告通知書を発送し、最終的に、②給水停止執行通

知書により給水停止を実行します。

　また、一括・分割納入などの誓約を交わした人は、誓約書どおり納入がない場合、

予告なく給水停止を実行します。

※一旦給水を停止すると、原則、滞納料金を全額支払わないと給水を再開できません。

　水道事業は独立採算を原則としており、運営費用は水道料金（受益者負担）で賄う

ことが基本です。一部の人の料金不払いは、料金収入が正常に確保できなくなるほか、

正しく支払っている他の人すべてに多大な迷惑をかけることになります。水道は皆さ

んのライフラインです。使用料金は必ず納入期限までにお支払いください。

■問合せ先　水道局庶務係　☎ 0969（28）3369

差押え財産を売却しました報
告

　10 月 5日、松島総合センター

「アロマ」で、本市を含む熊本

県南地域の 12 市町村と県天草

広域本部が参加し、第９回熊本

県南市町村合同公売会が開催さ

れました。

　これは、税金滞納者から差押

えた財産を持ち寄って公売し、滞納者の滞納税金に充てることが目的です。

　当日は、あいにくの悪天候でしたが、市内外から約 320 人もの来場が

ありました。出品数 271 品のうち 260 品が落札され、ほとんどの公売品

が売却されました。

　本市では、納税に対する公平性を保つため、税金の滞納に対しては、今

後も延滞金の徴収、差押えの実施など、厳正な姿勢で臨みます。

　納税を後回しにせず、納期限は必ず守りましょう！！

■問合せ先　税務課徴収係　☎ 0969（26）5523

29 28　  広報上天草 　  2014.11 月号

2 -31- -2.indd   2 -2 2014/11/10   17:0 :35



お知らせ

　

ん ち

お口の健康を守りましょう

　私たちの口は、「食べる」「話す」

「唾液を出す」「味わう」「表情を作

る」など、生きて行くために欠か

せないさまざまな役割を担ってい

ます。

　食べることやコミュニケーショ

ンのための機能を維持することは、

体の健康にプラスになるだけでな

く、人や社会と活発に交流し、心

身ともに自立した生活を送るため

に欠かせません。

　口腔機能が低下すると十分な栄

養がとりにくくなるため、体力や

免疫力の低下につながり、感染症

にかかりやすくなります。また、

口腔機能のなかでも特に嚥下（え

んげ※）機能が低下し、誤嚥を繰り

返していると誤嚥性肺炎など命に

かかわる疾患の引き金になります。

　健全な口腔機能と、良好な口腔

衛生状態を保つため、口腔機能訓

練を含めた口腔ケアを日常の習慣

として定着させることが大事です。
※嚥下…のみ込むこと

■こんな症状に心当たりはありま
せんか？

○口が渇く

○食べ物をこぼす

○むせる

○食事に時間がかかる

○口の中に食べかすが残る

○痰がからむ

○口臭がある

○うがいがうまくできない

○薬が飲みにくい

○しゃべりにくい

○表情が乏しい

　これらの症状は“口腔機能の低

下”が原因かもしれません。

　気になることがありましたら、

かかりつけの歯科医師や歯科衛生

士、または、地域包括支援センタ

ーまでご相談ください。

■問合せ先
　市地域包括支援センター

　☎ 0969（28）3378

～口腔機能の低下防止～

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
９
月
２
日
入
札
分

▼
新
田
３
号
橋
隅
切
設
置
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
有
）
志
水
建
設
（
姫
戸
町
）

③
２
６
７
万
７
５
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
前
島
地
区
交
差
点
実
施
測
量
設

計
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

熊
本
支
店
（
熊
本
市
）

③
１
４
２
５
万
６
０
０
０
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
３
月

□
９
月
９
日
入
札
分

▼
新
古
園
団
地
屋
根
改
修
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
松
永
組
（
松
島
町
）

③
４
８
３
万
８
４
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
荒
木
団
地
屋
根
改
修
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
山
口
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
１
８
４
万
６
８
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

▼
市
営
二
間
戸
団
地
安
全
設
備
改

修
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
瀧
下
工
業
（
有
）（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
８
６
万
８
４
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
蔵
々
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
計
画
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
三
共
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）

上
天
草
営
業
所
（
大
矢
野
町
）

③
１
２
９
６
万
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
２
月

▼
鷺
浦
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
計
画
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
大
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
天
草
営
業
所
（
姫
戸
町
）

③
１
５
７
６
万
８
０
０
０
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
２
月

▼
大
道
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
（
機
能
保
全
計
画
見
直

し
）
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
上
天

草
営
業
所
（
松
島
町
）

③
１
４
０
４
万
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
１
月

□
９
月
17
日
入
札
分

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
道
路
改
良

工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
斎
藤
建
設
（
大
矢
野
町
）

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

③
４
２
８
７
万
６
０
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
市
道
環
状
北
千
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
大
和
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
８
８
８
万
８
４
０
０
円

④
９
月
〜
12
月

▼
市
道
二
間
戸
団
地
建
築
設
備
改

修
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
有
）
瀧
下
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
５
０
万
５
０
０
０
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
１
月

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
改

修
Ｃ
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
先

②
（
株
）
森
川
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
１
１
４
万
６
４
０
０
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
１
月

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
改

修
Ｄ
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
先

②
（
株
）
川
口
住
建
工
業
（
大
矢

野
町
）

③
２
１
７
６
万
２
０
０
０
円

④
９
月
〜
平
成
27
年
１
月

□
９
月
25
日
入
札
分

▼
上
新
田
地
区
消
火
栓
設
置
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
竹
本
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
51
万
８
４
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

▼
干
切
漁
港
臨
港
道
路
測
量
設
計

業
務
委
託

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
上
新
田
子
供

会
、
江
源
会
、
宗
家
藤
乃
流
勢

浩
社
中
、
創
作
菓
子
工
房
ア

ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み
じ

会
、
天
理
教
大
矢
野
支
部
、
吉

川
キ
ヨ
カ
、
圓
尾
玲
子
、
山
下

エ
ツ
子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、

濱
口
民
謡
教
室
、
樋
島
保
育

園
、
高
戸
婦
人
会
、
木
下
と
も

子
、
坂
元
裕
生
、
な
ご
み
、
龍
ヶ

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
赤
崎
地
区
子
供
会
、

高
戸
獅
子
舞

▼
ふ
る
さ
と
納
税

▽
教
育
水
準
の
向
上
事
業

○
森
俊
一
（
横
浜
市
旭
区
）

▽
ふ
る
さ
と
環
境
保
全
事
業

○
上
田
武
光（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
上
天

草
営
業
所
（
松
島
町
）

③
１
１
８
万
８
０
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
道
路
改
良

用
地
測
量
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
有
明
測
量
開
発
社
上
天

草
営
業
所
（
松
島
町
）

③
91
万
８
０
０
０
円

④
９
月
〜
11
月

□
10
月
２
日
入
札
分

▼
松
島
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事

①
松
島
町
合
津
７
９
１
５
番
地
１

②
上
岡
建
設
（
松
島
町
）

③
１
２
０
７
万
４
４
０
０
円

④
10
月
〜
12
月

▼
下
桶
川
漁
港
背
後
集
落
道
整
備

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
９
９
２
万
５
２
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
27
年
１
月

お知らせ

□
10
月
７
日
入
札
分

▼
小
泊
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
何
川
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
７
３
万
２
４
０
円

④
10
月
〜
12
月

▼
旧
松
島
庁
舎
及
び
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
等
解
体
工
事
設
計
業
務
委
託

①
上
天
草
市
松
島
町
合
津

３
５
８
３
番
地
３　

他

②
ユ
ー
設
計
事
務
所
（
天
草
市
）

③
３
４
５
万
６
０
０
０
円

④
10
月
〜
12
月

▼
上
天
草
市
弓
道
場
基
本
設
計
業

務
委
託

①
上
天
草
市
松
島
町
合
津

４
２
７
６
番
地
８
４
３

②
（
株
）
宮
田
設
計
上
天
草
営
業

所
（
大
矢
野
町
）

③
１
８
２
万
５
２
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
27
年
３
月

▼
大
矢
野
地
区
共
同
調
理
場
基
本

設
計
業
務
委
託

①
上
天
草
市
大
矢
野
町
中
４
８
３

番
地

②
嶋
田
建
築
設
計
事
務
所
（
大
矢

野
町
）

③
１
８
２
万
５
２
０
０
円

④
10
月
〜
３
月

▼
単
県
治
山
（
上
字
松
山
）
測
量

設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
熊
本
総
合
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
上
天
草
事
務
所
（
大

矢
野
町
）

③
56
万
１
６
０
０
円

④
10
月

▼
単
県
治
山（
教
良
木
字
堂
ノ
下
）

測
量
設
計
業
務
委
託

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区
内

②
宝
松
（
有
）（
松
島
町
）

③
55
万
８
０
０
円

④
10
月

▼
単
県
治
山（
登
立
字
尾
越
之
﨑
）

測
量
設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
東
和
測
量
設
計
（
株
）
上
天
草

営
業
所
（
大
矢
野
町
）

③
54
万
円

④
10
月
〜
10
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

さ
ん
は
「
後
輩
達
の
見
本
と
な
る

よ
う
に
お
客
さ
ま
に
声
を
掛
け
、

し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
、

同
じ
く
杉
田
安
衣
さ
ん
は
「
お
客

さ
ま
に
商
品
の
説
明
が
で
き
る
よ

う
接
客
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の

恩
返
し
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
地
域
貢
献
に
な
れ
ば
」

と
担
当
の
堂
前
先
生
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
良
き
伝
統

が
生
徒
か
ら
生
徒
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
は
「
輝
け
！
高
校
生
の
笑
顔
」。

高
校
生
が
素
敵
な
笑
顔
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

上天草高校生!上上天天天草草高
がんばる

　

松
商
時
代
か
ら
続
く
「
上
天
草

バ
ザ
ー
ル
」
が
今
年
も
11
月
29
日

（
土
）
に
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア

ロ
マ
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
生
徒
に
販
売
実

習
を
と
お
し
て
、
お
も
て
な
し
の

精
神
の
向
上
や
、
接
遇
マ
ナ
ー
を

学
ぶ
こ
と
な
ど
が
目
的
。
情
報
会

計
科
の
３
年
生
が
中
心
と
な
り
先

生
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
自
ら
企

画
・
運
営
を
担
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
本
格
的
な
準
備
を
開

始
し
、
生
徒
ら
は
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
づ
く
り
や
案
内
状
の
発
送
な

ど
の
準
備
の
真
っ
最
中
で
、
バ
ザ

ー
ル
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
出
店

企
業
と
の
交
渉
、
下
級
生
へ
の
あ

い
さ
つ
指
導
、
商
品
の
仕
入
れ
な

ど
な
ど
準
備
に
大
忙
し
で
す
。

　

情
報
会
計
科
３
年
の
浦
上
和
真

「
上
天
草
バ
ザ
ー
ル
」
開
催
し
ま
す
！

▲詳細はこのチラシで！
浦上和真さん（左）と杉田安衣さん
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上天草市に在住している1～３歳のお子
さんで①住所②子どもの氏名③ふりが
な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども
に対するコメント（30字以内・どなたか
らでも結構です）⑦連絡先を添えて上天
草市市長公室広報係（〒869ー3692上
天草市大矢野町上1514）まで送ってく
ださい。なお、写真の裏面には、お子さん
のお名前を記入してください。応募多数
の場合は、先着順に掲載となりますので
ご了承ください。
※原則お写真の返却は致しませんのでご了承く
　ださい

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

　人権擁護委員を務める愛甲郁子さんが、15 年に

及ぶ活動の功績が認められ、10 月 20 日、法務大

臣表彰を受賞しました。この表彰は、今年度全国

で 170 人が受賞し、県内の受賞者は愛甲さんを含

めわずか３人というとても栄誉ある賞です。

　愛甲さんは、人権相談や人権啓発活動などの取

組みはもちろんのこと、天草２市１町の人権擁護

委員で構成される天草人権擁護委員協議会の会長

を６年務められており、天草地域の人権擁護の活

動に尽力されてきました。

　これからも、その豊富な経験と知識を地域のた

めに役立てていただきたいと思います。今回の受

賞、誠におめでとうございます。

再生紙を
使用しています

法務大臣表彰を受賞

●誕生日　平成 22年４月 25日
　　　　　平成 24年５月７日
●パパ　楠本　譲治さん
●ママ　　　　恭子さん
●両親からひとこと
　じいちゃん、ばあちゃんと毎日一緒に居てくれて
ありがとう　わんぱくな二人だけど、これからもよ
ろしくね

楠本皐葵ちゃん　凰賀くん

龍ヶ岳町

▽
先
日
、
新
幹
線
で
隣
に
座
っ
た
鹿
児
島

の
人
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
が

市
役
所
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
伝
え
る

と
、
天
草
の
良
い
と
こ
ろ
な
ど
色
々
と
聞

か
れ
ま
し
た
。
先
方
に
と
っ
て
は
、
知
っ

て
い
て
当
た
り
前
。
私
は
、
脳
み
そ
を
フ

ル
稼
働
さ
せ
て
な
ん
と
か
答
え
ま
し
た
。

一
歩
外
に
出
る
と
上
天
草
を
宣
伝
す
る

身
。
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の
い
ろ
ん
な
こ
と

を
日
々
勉
強
し
て
ま
い
り
ま
す
！　
（
Ｉ
）

▽
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
強
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
去
年
見
に
行
っ
た
二
間
戸
小
学
校

跡
地
の
イ
チ
ョ
ウ（
市
指
定
天
然
記
念
物
）

も
色
づ
い
て
い
る
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
美

し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
光
景
を
思
い

出
し
ま
す
。
▽
師
走
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

埋
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
の
足
音
が
聞

こ
え
て
来
た
よ
う
で
す
。　
　
　
　
（
Ｋ
）

編

集

後
記

さつき こうが

▲凰賀くん　　   ▲皐葵ちゃん
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